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第 1 部 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 幸福 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る これ まで の 県 内 の 状況 等 に つい て 
振り 返る と と も に 、 医 療 分 野 に お ける 県 内 の 有識者 へ の イン タビ ュー 
を 紹介 し ます 。 

「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 岩手 県 の 対応 365 日 の 記録 一 」 
「 新 型 コ ロナ の 感染 拡大 防止 と 今後 の 地域 医療 に つい て 」 

一 般 社団 法人 岩手 県 医師 会 会 小原 紀彰 氏 

岩手 医科 大 学 理事 长 小川 BK 





第 2 部 令 和 3 年 の 幸福 トレ ンド 


各 分 野 の 有識者 や 専門 家 へ の イン タビ ュー 等 に より 、 幸 福 度 の 向上 に 
つなが る トレ ンド や メッ セー ジ な ど を 紹介 し ます 。 
「 コ ロナ 後に お ける 地域 の 幸福 」 
一 般 財 団 法人 日 本 総合 研究 所 会 長 寺島 実 郎 氏 
「 地 域 資源 を 生か し た 岩手 の 幸福 」 
建筑 家 隈 研吾 氏 





第 3 部 | 希望 卿 いわ て 」 OF 


* 県民 の 幸福 感 の 現状 " と し て 、 県 民意 識 調査 の 調査 結果 を 紹介 し ま 
す 。 ま た 、" 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 " と し て 、「 い 
わ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028)」 に 掲げ る 10 の 政策 分 野 の 政策 評価 結 
果 を 紹介 し ます 。 





第 4 部 デー タ 編 


第 3 部 で 使用 し た デー タ を 一 覧 で 紹介 し ます 。 
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ママ 国内 の 感染 状況 

2020.02.29 

MH 10.000 人 以上 

HM 5.000 人 以上 

MM 1.000 人 以上 

MH 500 人 以上 岩手 県 マ 

MM 100 人 以上 

Mm 50 人 以上 

MM 10 人 以上 

M1 人 以上 
0 人 


※ 朝 日 新聞 集計 デー タ か ら 作 成 。 以 下 同じ 。 





マヤ 世界 の 感染 状況 


2020.02.29 





イタ リア | 888 
イラ ン | 388 


香港 | 94 
シン ガ ポ ー ル | 93 





※ 日 本 経済 新聞 電子 版 ビ ジュ アル デー タ か ら 作成 。 以 下 同じ 。 
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新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 幸福 






新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 に Ea す る 
B'S ON Mtr ~365 日 の 記録 ~ 


全 世 界 に 瞬く 間 に 広 が っ た 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 。 
4 月 18 日 以降 、 全 国 唯一 の [感染 者 ゼロ 県 」 と し て 注目 を 集め て きた 岩手 県 が 、 
見 えな い 敵 を 相手 に どの よう に 対応 し て きた の か 、1 年 間 の 軌跡 を まとめ まし た 。 


新型 肺炎 か ら 岩 手 を 守る 
県 対策 本 部 を 設置 
2019 年 末 に 、 中 国 湖北 省 武 漢 市 


で 原因 不明 の 肺炎 の 集団 感染 が 発 
生 し 、2020 年 1 月 に は 国内 で 初め 





に に 


花巻 空港 の 検疫 所 を 通過 する 中 国 ・ 上 海 か ら 到 着 
し た 乗客 (岩手 日 報 令 和 2 年 1 月 19 日 付 ) 




















花巻 空港 、 上 海 か ら の 
乗客 の 健康 状態 確認 


1 月 18 日 、 国 内 初 の 感染 者 が 確認 さ 
れ て か ら 初 め て と な る 中 国 ・ 上 海 か ら 
の 国際 便 が 花巻 空港 に 到着 し 、 仙台 検 
疫 所 の 検疫 官 が 乗客 の 健康 状態 を 慎 
重 に 確認 し た 。 


て の 感染 者 が 確認 され る と と も に 、 
世界 的 に も 感染 拡大 の 兆候 が 表れ 
始め まし た 。 こ れ を 受け て 政府 は 、1 
月 28 日 に 新型 コロ ナウ イル ス に よる 
肺炎 に つい て 「 指 定 感染 症 」 に 決定 
し まし た 。 岩 手 県 で も 県 医師 会 や 医 
療 関係 者 と の 日 頃 か ら の 協力 関係 
を 生か し 、 国 の 専門 家 会 議 設 置 に 先 
立ち 、2 月 11 日 に は 「 岩 手 県 新型 コ 
ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 専門 委員 
会 」 を 設置 する と と も に 、2 月 18 日 に 
は 知事 を 本 部 長 と する 対策 本 部 を 
設置 し 、 相 談 ・ 検 査 ・ 治 療 へ と つなげ 
て いく 体制 を 構築 し まし た 。 


帰国 者 ・ 接 触 者 外来 等 を 
設置 

「 帰 国 者 接触 者 外来 」 及 び 「 帰 国 者 接触 者 
相談 セン ター」 を 設置 し 、 感 染 が 疑わ れる 事 


例 に つい て の 様々 な 相談 に 対応 し 、 検 査 ・ 治 
療 へ と つなげ て いく 体制 を 構築 し た 。 





「 原 因 不 明 の 肺炎 」 報 千 





2019 年 12 月 31 日 、 中 国 ・ 武 漢 で 原因 不明 
の 肺炎 の 集団 感染 が 確認 され た 。 1 月 9 日 に 
は 、 中 国 の 専門 家 グ ルー プ が 新型 コロ ナウ 
イル ス を 検出 し た こと が 
明らか に な っ た 。 
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国内 初 の 世界 へ の 国内 初 の 
染 者 确认 感染 拡大 が 本 格 化 死者 確認 
中 国 で は 1 月 下旬 まで に 、 ほ ぼ 全 土 に 感 
2020 年 1 月 16 日 、 中 国 ・ 武 漢 か ら 帰国 染 が 拡大 し 、1 月 29 日 時 点 で 中 国 本 土 の 国内 初 と な る 新型 コロ ナ 
し た 神奈 川 県 の 男性 が 、 国 内 で 初め 感染 者 は 5.974 人 に 達し た 。 こ の 後 、 ド イ ウイ ルス 感染 者 の 死亡 が 
て 感染 し て いる こと が 確認 され た 。 ツ や イタ リア 、 イ ンド な ど に 広がり 始め た 。 確認 され た 。 
新 型 肺炎 去 ダイ ヤ モ ンド プリ ン セス 号 で 
指定 感染 症 に 閣議 決定 感染 発生 








| 


$。 2 


中 国 で 発生 し た 新型 コロ ナウ イル ス に よる 肺炎 
に つい て 、1 月 28 日 、 政 府 は 感染 症 法 で 定め る 
指定 感染 症 と する 方 針 を 閣議 決定 し た 。 


2 月 5 日 、 大 型 ク レー ズ 舶 ダイヤモンド ・ プ リン 
セス 号 の 乗客 乗員 の うち 10 人 か ら 新 型 コ ロ 
ナウ イル ス の 感染 が 確認 され た 。 
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2020.04.30 








2020.04.30 


MB 10,000 人 以上 
MM 5,000 人 以上 
MH 1,000 人 以上 
MH 500 人 以上 
MH 100 人 以上 
MB 50 人 以上 
本 10 人 以上 
M1 人 以上 
0 人 

















「 感 染 未確認 地域 」 の 維持 に 向け 
基本 的 対処 方 針 を 策定 


全国 的 な 感染 拡大 を 踏ま え 、 4 
月 10 日 に 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 症 対策 の 基本 的 対処 方 
針 ]」 を 策定 し まし た 。 

この 対処 方 針 で は 、「 感 染 未 確認 
地域 」 の 状態 を 維持 する こと 等 を 
基本 目標 と し て 掲げ る と と も に 、 県 
民 な ど 岩 手 に 関わ る 全て の 人 が 、 
密閉 ・ 密 集 ・ 密 接 を 避け る こと や 手 
洗い を 励行 する こと 、 ソ ー シ ャ ル 
ディ スタ ンス を 確保 する こと な ど を 
対策 の 基本 と し て 定め まし た 。 

また 、 対 策 の 実施 に 関す る 重要 
事項 と し て 、 県 民 へ の 必要 な 情報 
提供 や 注意 喚起 、 検 査 体制 の 充実 、 
医療 提供 体制 の 確保 、 県 民 の 生活 
を 守る た め の 経 済 的 支援 な ど に 取 
り 組 ん で いく こと を 定め まし た 。 

















RASS SACRA 
県 も 外出 自粛 や 休業 を 要請 


4 月 16 日 に 緊急 事態 宣言 の 対象 
区 域 が 全国 に 拡大 され た こと を 受 
け 、4 月 17 日 に は 達 増 知事 が 県 民 
等 に 向け て 、 不 要 不 急 の 帰省 や 旅 
行 な ど の 自粛 を 要請 し た ほか 、 他 都 
道府県 か ら 来 県 し た 人 に は 、 来 県 
2ST He ART SK th 
力 を 求め まし た 。 さ ら に 4 月 25 日 か 
ら 5 月 6 日 まで 、 接 待 を 伴う 飲食 店 
や 遊技 場 な ど に 休業 を 要請 し 、 協 力 
金 を 支給 し まし た 。 一 方 、 繁 華 街 へ 
の 人 出 が 大 幅 に 減少 する 中 、 影 響 
を 受け た 飲食 店 が 持ち 帰り サー ビ 
ス を 提供 し 、 県 民 に よる 地元 飲食 店 
を 応援 する 動き も 活発 化し まし た 。 






































世界 の 感染 状況 
2020.04.30 
アメ リカ i rah 
スペ イン 212,917 きき ‘ee 
イタ リィ 203,591 
イギリス 173,807 
フラ ンス 167,643 
ドイ ツ 161,539 
トル コ 117,589 ; >. 
Ber ee? PAP ECRMAIEC RS EE, ERI LMBORICbOM DON. FRE Tom 
イラ ン | 93,657 S, ROME MAMET SREB Ro (岩手 日 報 信和 2 年 4 月 26 日 付 ) 
中 国 | 82,862 (岩手 日 報 令 和 2 年 3 月 2 日 付 ) 
卒業 式 の 規模 縮小 ・ チャ グチ ャ グ 馬 コ 中 止 へ | 大型 連 休 を 控え 「 街 閑散 」 外 出自 粛 
中 止 相次ぐ 全国 的 な 感染 拡大 を 踏ま え 、 本 県 の 初夏 | 県 民 に 自粛 を 要請 要請 後 の 週 末 


を 彩る 2020 年 の チャ グチ ャ グ 馬 コ が 中 止 


3 月 1 日 、 県 内 の 公立 ・ 私 立 高校 の う 
ち 66 校 が 感染 症 対策 を 徹底 し 、 規 模 
を 縮小 し て 卒業 式 を 行っ た 。 

また 、 大 学 ・ 短 期 大 学 で は 、 次 々 と 卒 
業 式 の 中 止 が 決定 され た 。 








の 方 向 と な っ た 。 中 止 と な れ ば 現在 の 形 と 
な っ た 1948 年 以降 初め て で 、 関 係 者 か ら 
は 「 や む を 得 な い が 残 念 ]」 と の 声 が 上 が る 。 


緊急 事態 宣言 が 全国 に 発令 され た こと に よ 
り 、4 月 17 日 か ら 20 日 間 に わ た り 、 大 型 連休 
期間 を 含め て 、 不 要 不 急 の 外出 の 自粛 を 要 
請 し た 。 帰 省 ・ 旅 行 は も と より 、 接 待 を 伴う 飲 
食 店 等 の 利用 に つい て も 自粛 を 求め た 。 








の 


WHO が 2S Bir 80 i318 


3 月 11 日 、 世 界 保健 機関 (WHO) は 新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 の 感染 拡大 に つい て 、 世 界 的 な 大 流行 を 意味 する 


「 パ ン デ ミッ ク 」 と 認定 し た 。 


3 月 24 日 、 総 理大 臣 等 が 国際 オリ ン ピ ッ ク 委 員 
会 (IOC) と 協議 し 、 世 界 的 な 感染 拡大 を 踏ま 
A, 年 程度 の 延期 を 検討 する こと で 合意 し た 。 





OO OO 





東京 五輪 ・ 紫 急 事態 宣言 
パラ リン ピッ ク 1 年 延期 全国 に 拡大 





3 月 に 死者 数 で 世界 最多 と な っ た イタ 


4 月 7 日 、 政 府 は 埼玉 、 千 葉 、 東 京 、 
神奈 川 、 大 阪 、 兵 庫 、 福 岡 の 7 都 府 
県 に 緊急 事態 宣言 を 出し 、16 日 に 
は 対象 区 域 を 全国 に 拡大 し た 。 


世界 の 死者 10 万 人 に 


県 か ら の 不要 不 急 の 外出 自 
RE Hee cee 
等 へ の 体 業 要請 を 受け 、 各 地 
pare aia 
中 は 閑散 な 状況 と な っ た 。 


@ 





リア を は じ 


め 、 米 国 や スペ イン を 中 心 に 、 欧 米 へ の 感染 拡大 
が 進み 、 世 界 の 死者 が 10 万 人 に 迫っ た 。 6 
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感染 防止 
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MH 10,000 人 以上 









2020.06.30 


県 中 総体 ・ 高 総体 は 中 止 
観光 施設 は 営業 再開 へ 





緊急 事態 宣言 下 の 県 内 は 、 大 型 
連休 期間 中 も 観光 地 の 人 出 は 多く 
あり ませ ん で し た 。5 月 7 日 以降 は 、 
接待 を 伴う 飲食 店 な が ど に 出し て い 
た 休業 要請 を 全て 解除 し 、 大 型 連 
休 中 に 臨時 休校 し た 県 立 学校 も 再 
開 し まし た 。 例 年 5 月 ・6 月 に 開催 さ 
れる 県 中 総体 ・ 高 総体 は 中 止 と な 
り 、 一 部 で は 地区 ご と 、 競 技 ご と の 


全国 唯一 の 「 感 染 者 ゼロ 」 
東日本 大 岩 災 津波 の 経験 に 
基づく 危機 管理 を 徹底 


本 県 は 、7 月 29 日 に 感染 者 が 
確認 され る まで 、 都 道府県 の 中 で 
唯一 いわ ゆる 「 感 染 者 ゼロ 」 の 
状況 が 続き 、 国 内 外 か ら 多 く の 注 
目 を 集め まし た 。 

この 要因 に つい て は 、 人 口 密度 
の 低 さ や 真面目 で 慎重 な 県 民 性 、 
国 に 先立っ た 対策 、 復 興 の 経験 に 
基づく 危機 管理 の 高 さ な ど 、 様 々 

な 議論 が あり まし た 。 

また 、 農 災 時 に 全国 初 の 体制 と 
し て 、 避 難所 等 の 感染 制御 対策 に 


AN 代替 大 会 が 開催 され まし た 。 ま た 、 
MB 500 人 以上 5 月 25 日 の 緊急 事態 宣言 の 解除 を 
ーー 受け て 、6 月 1 日 か ら 県 内 の 観光 施 
ーー 設 が 営業 を 再開 し 、 感 染 予防 策 を 





0 人 





徹底 し な が ら 観 光 客 の 受入 態勢 を 
整え 、 県 外 か ら の 誘客 も 本 格 的 に 
動き 出し まし た 。 
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閑散 と し た 盛岡 駅 東口 タク シー 乗り 場 
(岩手 日 報 令 和 2 年 5 月 27 日 付 ) 











県 内 休業 要請 
を 解除 へ 


5 月 5 日 、 県 は 緊急 事態 宣言 の 延長 に 伴う 5 
月 7 日 以降 の 対応 を 決定 し 、 接待 を 伴う 飲 
食 店 な ど に 出し て いた 休業 要請 を 全て 解除 
する と と も に 、 上 臨時 休校 し て いた 県 立 学校 
の 授業 を 再開 し た 。 


「 県 内 感染 者 第 1 号 に 優し く 」 
中 傷 の 風潮 に 警鐘 


県 内 第 1 号 の 感染 者 に は 優し く 対応 を -。 
達 増 知事 は 5 月 15 日 の 定例 記者 会 見 で 、「 誰 
も が 感染 する 可能 性 が ある 。 感 染 は 悪 で は 
な いと 心 に 刻ん で ほし い 」 と 述べ 、 感 染 者 を 
中 傷 す る 風潮 に 警鐘 を 鳴ら し た 。 








当たり 、 岩 災 以 降 、 常 設 し て いる 
ICAT (いわ て 感染 制御 支援 チー 
ム ) の 適切 な 指導 等 の 効果 も 指摘 
され まし た 。 
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ICAT (いわ て 感染 制御 支援 チー ム ) 


県 内 観光 再開 
3 密 回 避 を 徹底 


緊急 事態 宣言 の 全面 解除 を 受け 、 休 業 し て いた 
県 内 の 主要 観光 施設 が 6 月 1 日 か ら 営業 を 再開 
し た 。 当 面 の 間 、 県 民 に よる 観光 振興 を 軸 と し 、 
各 施設 と も 検温 や 入場 制限 な ど 3 密 回 避 の 対策 
を 徹底 し な が ら 、 に ぎわ い の 回復 に 踏み 出す 。 


の 











夏 の 全国 高校 野球 、 
戦後 初 の 中 止 決定 

日 本 高校 野球 連盟 な ど は 、8 月 に 巴 
定 し て いた 全国 高等 学校 野球 選手 
権 大 会 を 中 止 する こと を 決め た 。 同 
大 会 が 中 止 と な る の は 戦後 初め て 。 


米国 失業 率 戦後 最悪 

5 月 8 日 に 米 労働 省 が 発表 し た 4 月 の 雇用 
統計 に お いて 、 感 染 拡大 の 影響 に より 失業 
率 が 戦後 最悪 と な る 14.7% に 急上昇 し た 。 





政府 の 対策 本 部 は 、 緊 急 事態 
宣言 の 対象 区 域 を 全国 と し 
た まま 5 月 31 日 まで 延長 する 
こと を 決定 し た 。 
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政府 は 、 北 海道 と 首都 圏 の 1 都 3 県 の 
緊急 事態 宣言 の 解除 を 決定 し 、4 月 
7 日 に 出さ れ た 宣言 は 約 1 か 月 半 ぶ 
り に 全国 で 解除 され た 。 


世界 で 感染 者 1.000 万 人 


6 月 28 日 、 世 界 の 感染 者 が 累計 1 千 万 人 に 達し 、 
翌日 に は 死者 数 が 50 万 人 を 超え た 。 
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感染 者 


マ 国 内 の 感染 状況 


2020.08.31 
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500 人 以上 
100 人 以上 
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世界 の 感染 状況 
2020.08.31 
ブラ ジル 
イン ド 
ロシア 
ペル ー 639,435 
南ア フリ カ 625,056 





コロ ン ビ ア | 607,904 
メキ シコ | 
スペ イン | 439,286 
チリ | 409,974 





PCR 検 査 
実施 可能 件 数 の 増強 


県 内 の PCR 検 査 実施 可能 件 数 は 、8 月 末 ま で に 
1 日 864 件 に 増強 され た 。 こ れ に より 、 県 内 で 感 
染 拡 大 し た 場合 、 ピ ー ク 時 に は 1 日 444 件 の 検査 
が 想定 され 、 十 分 な 対応 力 が 整え られ た 。 









「 い わ て 未来 づく り 機 構 ] が 
新型 コロ ナ に 関す る 宣言 を 採択 


7 月 10 日 に 、 産 学 官 の 連携 組織 
「 い わ て 未来 づく り 機 構 ] が 、 令 和 
2 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル に お 
いて 「 い の ちと 健康 を 守り 、 生 活 と 
な り わ いと 学び を 支え る 岩手 宣言 」 
を 採択 し まし た 。 

この 宣言 で は 、 全 て の 県 民 が 、 
豊か な 自然 環境 や 、 粘 り 強 く 真 面 
目 な 県 民 性 な どの 岩手 の 良さ を 大 
切 に し な が ら 、 感染 対策 を 工夫 し 、 

生活 ・ な り わ い ・ 学 び の 場 で の 新 
し い 日 常 を 進め て いく こと や 、 医 療 
関係 者 な ど 県 民生 活 に 不可 欠 な 
サー ビス の 提供 に 従事 し て いる 
方 々 に 、 感 謝 と 思い や り の 気持 ち 
を 持っ て 応援 する こと な ど を 盛り 込 
み ま し た 。 








いわ て 未来 づく り 機 構 「 い の ちと 健康 を 守り 、 生 活 と な り わ い 
と 学び を 支え る 岩手 宣言 


県 内 初 の 新型 コロ ナ 
感染 発生 

7 月 29 日 、 県 は 県 内 で 初め て の 感染 者 
が 確認 され た と 発表 し た 。 


県 内 で 初め て 感染 者 を 確認 
誹謗 中 傷 や デマ 拡散 を 懸念 


全国 で 唯一 、 感 染 者 ゼロ が 続い 
て いた 岩手 県 で し た が 、7 月 29 日 、 
県 内 で 初め て 感染 者 が 確認 され ま 
し た 。 ま た 、 検 査 体制 を 強化 し 、 県 
内 に 9 つ あ る 二 次 医 療 圏 全て に 計 
10 か 所 の 地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ ー 
を 設置 し まし た 。 さ ら に 、 医 療 提供 
体制 の 確保 と し て は 、350 床 以上 の 
病床 を 確保 し 、 県 庁 に 設置 し た 入 
院 等 搬送 調整 班 が 、 重 症 度 に ag 
た 入院 調整 を 行う 仕組 み を 整 
FC に 中 りつ 
一 旦 は 入院 し 、 必 要 な 検査 と 治 
を 行う 、 岩 手 独自 の 手厚い 体制 を 
整備 し まし た 。 











woe! 





岩手 県 は 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 者 が 確認 され な いま ま 、 緊 急 事態 窒 言 解除 
を 迎え まし た 。 そ の 後 も 、 感 染 者 は 確認 され て お り ま せん 。 


この こと は 、 県 民 の 皆様 の 努力 の た ま も の で あり 、 感 謝 を 申し 上 げ ます 。 
療 手 県 の 感染 リス ク の 低 さ の 背景 に は 、 いわ て の 豊か な 自然 環境 、 広 い 県 土 と 山 


が 多い 地形 平穏 な 日 常 を 守 ろ うと 齋 岡 し て きた 歴史 、 東 日 本 大 眉 炎 津波 の 経験 で 
より 高まっ た 危機 意識 、 粘 り 強 く 真 面目 な 県 民 性 な ど が あり ます 。 





人 し な が ら 、「 新 し い 生 活 様 式 」 に 治っ て 感染 対策 
EC 様々 な 社会 経済 活動 が 可能 で す 。 そ の 場 に 合っ た 感染 対 筑 
人 44 Be 生活 、 な り わ い 、 学 び の 場 で の 新しい 日 常 を 進め て いき まし ょ 


gee geal eel co いる 医療 関係 者 を は じ め 、 ラ イフ 
ン 、 物流 、 保 育 や 障がい 者 ・ 高 本 者 福祉 な ど 、 県 民生 活 に 不可 Panny Cho 
し て いる 皆様 に 、 PMc reria て 応援 し まし ょ 

児童 ・ 生 徒 の 皆さん 、 SD る 皆さん は 、 自 己 実現 に 
向け て 、 管 し い 時 期 だ か ら こ え そ 将来 の こと を し っ か り と 考え て ほし いと 思い ます 。 
し っ か り 学び 続け られ る よう 、 私 た ち は 皆 さん の 未来 を 応援 し て いま す 。 
県 民 み ん な で 、 い わ て の 変わ ら な い 良さ を さら に 磨き 上 げ 、 県 外 の 皆さん と も 共 
有 し な が ら 、 お 互い の 幸福 を 守り 育て 、 豊 か な 生活 、 な り わ い 、 学 び を 実現 し まし 
ょ う 

令 和 2 年 7 月 10 日 


いわ て 未来 づく り 機 構 ラウ ンド テー プル メン バー 
EPL AMMA BA ALLA PHRASE 大 船渡 商 工 会 議 所 会 頭 
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県 内 初 の 

クラ スタ ー 発 生 

県 は 、 盛 岡市 と 遠野 市 で 感染 が 
確認 され た 案件 に つい て 、 県 内 
初 の クラ スタ ー (感染 者 集団 ) 
に 該当 する と の 見 解 を 示し た 。 





4-6 月 期 GDP 伸 び 率 
大 きく マイ ナス に 


世界 の 感染 者 
2.000 万 人 に 


[Go To トラ ベル 」 
キャ ン ペ ー ン 開始 


政府 は 、 観 光吉 要 の 喚起 策 と し て 、 旅 行 8 月 11 日 、 世 界 の 累計 感染 者 数 内 閣府 が 4 月 か ら 6 月 まで の GDP( 国 内 総 
代金 の 割引 や クー ポン が 発行 され る 「Go が 2 千 万 人 に 迫っ た 。 特 に イン 生産 ) を 発表 し た 。 実 質 伸び 率 は 、 年 率 に 換 
ド で の 増加 が 顕著 で 、8 月 上 旬 算 し て マイ ナス 27.8% と 、 リ ー マ ン ショ ッ ク 


To トラ ベル 」 キ ャ ン ペ ー ン を 開始 し た 。 


か ら は 世界 最多 ペー ス に 。 を 超え る 落 込 み と な っ た 。 


rf 


国内 の 死者 1.000 人 を 超え る 


国内 の 感染 に よる 死者 数 が 1,.002 人 に な っ た ほか 、 ク ルー ズ 船 
の 乗船 者 が 13 人 死亡 し 、 死 者 数 は 合わ せ て 1,015 人 と な っ た 。 





アル ゼン チン 








2020.10.31 









トラ ベル 
県 内 活況 


マ 国 内 の 感染 状況 


2020.10.31 


MB 10.000 人 以上 
MM 5.000 人 以上 
MH 1.000 人 以上 
MM 500 人 以上 
MM 100 人 以上 
MB 50 人 以上 
10 人 以上 
M1 人 以上 
0 人 








マヤ 世界 の 感染 状況 


2020.10.31 


アメ リカ 
イン ド 
ブラ ジル 
ロシア 
フラ ンス 
スペ イン 


コロ ン ビ ア 
イギリス 
メキ シコ 








東京 追加 に 期待 と 警戒 
県 内 観光 誘客 図る 


10 月 1 日 か ら 「Go To トラ ベル 」 に 東京 都 発着 旅 
行 が 加わ っ た こと を 受け 、 県 内 の 観光 業者 の 期 
待 が 高まり 、 感 染 リ スク の 高まり を 警戒 し つつ 、 
「 観 光 振興 の 起爆 剤 に 」 と 巻き 返し を 図っ た 。 














コロ ナ 関 連 の 事業 を 盛り 込み 
大 型 の 補正 予算 に 


9 月 3 日 に 発表 し た 県 補正 予算 案 
に お いて 、 運 賃 収入 が 激減 し た バ 
ス ・ タ クシ ー な どの 公共 交通 へ の 交 
付 金 を は じ め 、 市 町 村 の 経済 対策 
事業 へ の 補助 や 、 企 業 の テレ ワー 
ク 導 入 支 援 な ど を 盛り 込み まし た 。 

また 、 飲 食 店 を は じ め と し た 事 
業者 の 感染 対策 へ の 支援 や 感染 症 
対策 の 実行 宣言 に 係る ステ ッ カ ー 
等 の 配布 、 業 種別 の 感染 拡大 防止 
ガイ ドラ イン に 取り 組み や すい 環境 
を 整え る た め の モ デル 店 舗 の 選定 
を 行う と と も に 、 県 内 全 飲 食 店 へ 
の 積極 的 な 周知 、 テ レビ 等 を 活用 
し た 広報 も 行い まし た 。 

この よう な 事業 者 の 取組 や 、 感 
染 防 止 へ の 県 民 の 高い 意識 等 に よ 
り 、9 月 4 日 以降 、 約 1 か 月 間 は 新 
規 感染 者 が 確認 され ませ ん で し た 。 





観光 の 経済 打撃 は 1.101 億 円 
観光 客数 も 81% 減 少 


岩手 経済 研究 所 に よる と 、2020 
年 4 月 か ら 7 月 まで の 県 内 主要 観光 
地 を 訪れ た 人 は 、 過 去 3 年 の 同期 
平均 比 で 81% 減 少し 、 感 染 拡 大 に 
よる 経済 的 打撃 は 、1.101 億 1.600 
人 

こ a 一 方 、10 月 1 目 か ら は | Go To 
— 東京 都 発着 旅行 が 加 
わっ た こと に より 、 県 内 の 観光 地 に 
は 都内 か ら の 予約 が 相次ぎ 、 好 調 
な 滑り 出し と な り ま し た 。 ま た 、 イ ベ 
ント が 各地 で 徐々 に 始ま り 、「 ゆ る 
キャ ラ @⑱ グラ ンプ リ 」 や 「 い わ て ・ か 
まい し ラグ ビー メモ リア ルイ ベン 
ト 」 な ど 全 国 規模 の イベ ント も 開催 
され まし た 。 








花巻 温泉 の 公式 キャ ラク ター の 出迎え を 受け る 児童 








内 定式 に 臨む 学生 た ち 。 コ ロナ 対策 と し て 対面 と オン 
ライ ン が 併用 され た (岩手 日 報 令 和 2 年 10 月 2 日 付 ) 












































採用 内 定式 に 
オン ライ ン 活 用 進む 
10 月 1 日 、 来 年 3 月 卒業 予定 の 学生 へ の 採用 内 定 が 


解禁 され 、 県 内 企業 は 内 定式 を 行っ た 。 感 染 対 策 と し 
て 、 オ ン ラ イン 形式 を 導入 する ケー ス が 相次い だ 。 


(岩手 日 報 令 和 2 年 9 月 5 日 付 ) 





医療 現場 に エー ル 
LINE 活 用 し 募集 
最前 線 で 闘う 医療 現場 に エー ル を 一 。 
県 は 、10 月 23 日 か ら 県 内 医療 従事 者 ら 
へ の 応援 メッ セー ジ を 無料 通信 アプ リ 
LINE で 幅広 く 募 っ た 。 

















WHO が ワク チン 供給 コロ ナ 解 雇 6 万 人 超え 、 世界 の 死者 トラ ンプ 大 統領 が 
時 期 の 見 通し を 表明 雇用 悪化 100 万 人 突破 | 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 
einen Sree aN 新型 コロ ナウ イル ス 感 | アメ リカ の トラ ンプ 大 統領 と メラ ニア 夫 
WHO は 、 ワ クチ ー = =, 2 月 24 日 、 厚 生 労働 省 は 感染 拡大 の 影響 に よる 解 上 系 症 に よる 死者 が 世界 | 人 が 、 ウ イル ス 検 査 で 陽性 に な っ た こと 
ン を 公平 に 分 配 す ae” = 雇 * 雇 い 止め の 人 数 が 累計 6 万 439 人 (うち 2 万 5 寺 全体 で 100 万 人 を 超え | を 自ら の ツイ ッ タ ー で 明らか に し た 
ee les nace TE 人 が 非 正規 労働 者 ) と な っ た こと を 発表 し た 。 た 。 感 染 者 は 3.300 万 人 a 
WO im 上 ロ 超 、 死 記 率 は 約 3% 
組 に よる 供給 を 来 1 os 、 死 亡 率 は 約 3%。 
i Be | ヨー ロッ パ で 感染 急 拡大 
れる と いう 見 通し シン 宣言 ー 
を 明らか に し た 。 = 安全 最 優先 を 二 フラ ンス 政府 は 感染 拡大 を 受け て 、3 か 月 ぶり に 非常 


ワク チン を 開発 し て いる イギリス ・ ア メリ カ の 
大 手製 薬 会 社 が 共同 で 宣言 を 発表 し 、 安 全 
を 最 優先 に 開発 を 進め る と 強調 し た 。 





事態 を 宣言 し 、 首 都 パ リ な ど で 夜 間 の 外出 を 禁止 し 
た 。 ヨ ー ロ ッ パ で は 、 感 染 拡大 に 歯止め を か け よ うと 
厳し い 規制 を 導入 する 動き が 相次い だ 。 
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第 3 波 に 
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国内 の 感染 状況 


2020.12.31 





MH 10.000 人 以上 
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MH 1.000 人 以上 
MM 500 人 以上 
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MH 50 人 以上 
10 人 以上 
M1 人 以上 
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マヤ 世界 の 感染 状況 


2020.12.31 


10,266,674 





[Go To イー ト 」 

キャ ン ペ ー ン 開始 

11 月 1 日 、 感 染 拡 大 で 打撃 を 受け た 飲食 業 
界 を 支援 する 「Go To イー ト 」 の プレ ミア 
ム 付 き 食 事 券 の 販売 ・ 利 用 が 始ま っ た 。 お 
得 感 か ら 大 勢 が 買い 求め 、 冷 え 込む 需要 
の 喚起 効果 に 関係 者 の 期待 は 高まっ た 。 





感染 拡大 に よる 「 第 3 波 」 
県 内 で も クラ スタ ー が 発生 


観光 支援 に 続く 第 2 弾 と し て 、 飲 
食 業 界 を 支援 する 「Go To イー ト 」 
の プレ ミア ム 付 き 食事 券 の 販売 ・ 利 
用 が 11 月 1 日 か ら ス ター ト し 、 販 売 
窓口 に は 、 チ ケッ ト を 買い 求め る 大 
勢 の 人 が 行列 を 作り まし た 。 し か 
し 、 全 国 各 地 で 再び 感染 が 拡大 し 、 
[第 3 波 」 が 到来 し まし た 。11 月 13 日 
に は 、 盛 岡市 内 の 飲食 店 で クラ ス 
ター が 発生 し 、 そ の 後 、 病 院 や 福祉 
施設 で も 集団 感染 が 発生 する な ど 、 
クラ スタ ー か ら の 二 次 感染 が 広 が 
る 中 、 感 染 源 を た どれ な い 事 例 も 増 
加 し まし た 。 県 は 、 こ の よう な クラ ス 
ター に 対応 する た め 、DMAT( 災 害 
派遣 医療 チー ム ) 等 に よる 入院 等 搬 
送 調整 班 と た 、ICAT( い わ て 感染 制御 
支援 チー ム ) か ら な る 、「 い わ て 医療 
福祉 施設 等 クラ スタ ー 制 御 タ スク 
フォ ー ス 」 を 設置 し 、 感 染 制 御 と 医 
療 搬送 の 対応 に 当たっ て いま す 。 


「Go To イー ト 」 の プ 
レミ アム 付き 食事 券 
を 購入 する た め 販 売 
窓口 に で きた 行列 
(岩手 日 報 令 和 2 年 
11 月 2 日 付 ) 








県 民 の 警戒 高まり 
繁華 街 の 人 出 減少 

感染 拡大 が 続く 中 で 迎え た 3 連休 初日 の 11 月 
21 日 、 県 内 で は 「Go To トラ ベル 」 の 影響 で に 
ぎわ う 温 泉 や 行楽 地 が あっ た 一 方 、 飲 食 店 や 
繁華 街 の 人 出 は 少な く 、 感 染 を 危 限 する 県 民 
が 遠出 や 外食 を 控え る 傾向 が み ら れ た 。 





冬 の イベ ント の 中 止 
忘 年 会 O 自 肃 
年 末年 始 の 帰省 客 の 減少 


東京 都 を は じ め と し た 全国 的 な 
感染 拡大 の 勢い が 止ま ら な い 中 、 
県 内 で も 高齢 者 や 基礎 疾患 の ある 
人 が 重症 化 に 陥る な ど 、 予 断 を 許 
さ な い 状況 が 続い て いま し た 。 冬 
の 風物 詩 で ある 「 い わ て 雪 ま つり 」 
な ど 、 冬 季 間 の イベ ント は 軒並み 
中 止 が 決定 し まし た 。 ま た 、 県 内 
企業 の 約 80% が 忘年 会 を 見 送っ 
た た め 、 繁 華 衛 の 人 出 は 大 きく 減 
少し まし た 。12 月 28 日 に は 達 増 
知事 が 、 人 の 移動 や 人 が 集まる 機 
会 が 増え る 年 末年 始 の 過ごし 方 に 
つい て 、 改め て 注意 を 促し まし た 。 





大 き な 荷 物 や 土産 





























WEEKS (岩手 日 報 令 和 2 年 12 月 28 











に た ペー 2 


物 を 手 に する マス ク 姿 の 


付 ) 


(参考 資料 : 岩手 日 報 ) 


年 末年 始 の 帰省 様変わり 
感染 が 拡大 する 中 、 県 内 の 主要 な 駅 や 空 
港 に 降り 立っ た 帰省 客 は 少な く 、 代 わり に 

ビデ オ 電 話 な ど で 「 オ ン ラ イン 帰省 」 する 
新しい 様式 が 浸透 し た 。 収 束 を 願い な が 

ら の 「 静 か な 年 末年 始 ] に 。 





国内 感染 者 数 が 
過去 最多 の 2.201 人 に 


11 月 18 日 の 国内 感染 者 数 は 2,.201 人 と な り 、 
1 日 当たり で は 初め て 2,000 人 を 超え た 。 





[Go To トラ ベル 」 
全国 一 時 停止 へ 


政府 は 「Go To トラ ベル 」 に つい て 、12 月 
28 日 か ら 2021 年 1 月 11 日 まで の 間 、 全 
国 一 斉 に 運用 を 停止 する こと を 決め た 。 


コロ ナ 変 異 ウ イル ス 

12 月 25 日 、 国 内 の 空港 に 到着 し た 男女 5 
人 が 、 イ ギリ ス で 感染 が 広がっ て いる 変 
異 し た 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し て い 





イギリス で 

ワク チン 接種 が 始ま る 
アメ リカ の ファ イザ ー と ドイ ツ の ビ 
オン テッ ク が 開発 し た ワク チン の 接 
種 が 、 イ ギリ ス 各 地 で 始ま っ た 。 


る こと が 確認 され た 。 こ の ウイ ルス へ の 
感染 が 検疫 で 確認 され た の は 初め て 。 


| 変異 ウイ ルス 、 欧 州 各国 が 警戒 
イギリス で は 、 変 異 し た 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 が 拡 
大 し 、 こ れ を 受け て ヨー ロッ パ 各 国 が イギリス か ら の 旅 
客 機 の 受入 れ を 停止 する 措置 を と る こと を 決め た 。 





全国 で 

4,520 人 感染 

過去 最多 
東京 都 は 、 新 た に 1.337 人 が 感染 し て 
いる こと を 発表 し た 。 全 国 で も 4,520 人 
の 感染 が 確認 され 、1 日 の 感染 が 
4.000 人 を 超え る の は 初め て と な っ た 。 
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第 ] 部 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 幸福 


新型 コロ ナ の 感染 拡大 防止 と 
今後 の 地域 医療 に つい て 


県 内 の 地域 医療 の 最前 線 で は 、 医療 従事 者 の 方 々 に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 防止 や 感染 者 の 治 
療 な ど に 大 変 な 御 尽 力 を いた だ いて いま す 。 


今回 は 、 県 内 の 医療 界 を 代表 し て 、 一 般 社団 法人 岩手 県 医師 会 の 小原 紀 


彰 会 長 と 岩手 医科 大 学 の 小川 彰 理 事 


RDS, 県 内 の 感染 状況 に 関す る 見 解 や 今後 の 地域 医療 の 在り 方 な ど に つい て お 話 を 伺い まし た 。 


ーー 全国 的 に 第 3 渡 が 発生 し 
て いま す が 、 現 在 の 県 内 の 感染 
状況 や ゃ 医療 提供 体制 を どの よう 
に 見 て いま すか 。 


小原 会 長 令 和 2 年 の 11 月 と 12 
月 に 医療 機関 な ど で ク ラス ター 
が 発生 し た こと に より 感染 者 数 
が 急増 し た こと も あり 、 今 後 の 
感染 拡大 を 懸念 し て いま す 。 
医療 提供 体制 に つい て は 、 郡 市 
医師 会 等 の 協力 を 得 て 、PCR 
検査 を 円 滑 に 実施 で きる 体制 が 
お お むね 整備 され て お り 、 感 染 
者 の 受入 れ に つい て も 、 フ ェ ー 
ズ に 分 けた 体制 が 十分 に 整っ て 
いる と 思わ れ ま す 。 


いわ て 幸福 白書 2021 


一 般 社 団 法人 岩手 県 医師 会 


小原 ALR 


お ば ら ・ の りあ き 
1968 年 3 月 岩手 医科 大 学 医学 部 卒業 。 勤 務 医 を 経て 、1978 年 12 月 花巻 市 で 小原 クリ ニッ ク を 開業 。 花 巻 市 
医師 会 副 会 長 、 岩 手 県 医師 会 副 会 長 な ど を 経て 、2018 年 6 月 か ら 岩 手 県 医師 会 会 長 。2020 年 6 月 か ら 日 本 
医師 会 理事 。 


また 、 医 療 機 関 の 役割 分 担 に 
つい て 、 一 次 医療 は まち の 開業 
医 が 担い 、 二 次 医療 は 二 次 医療 
略 * ご と の 中 核 病院 が 担い 、 高 度 
で 専門 的 な 医療 は 大 学 病院 が 担 
うと いう 棲み 分 けが うま く 機 能 
し て いる と 思い ます 。 


ーー 岩手 県 で は 感染 未確認 が 
全国 で 最も 長く 続き 、 感 染 者 が 
確認 され た 後 も 、 ク ラス ター が 
発生 し た 令 和 2 年 11 月 まで は 感 
染 者 数 が 全国 で も 低位 に ありま 
し た が 、 そ の 要因 と し て どの よ 
うな こと が 老 え られ ます か 。 


小原 会 長 岩手 県 民 は 非常 に 真 
面目 で 律儀 な 人 が 多い こと ゃ 、 
東日本 大 震 災 津波 の 経験 が 生き 
て いる こと 、 広 いい 県土 の た め 人 


会 长 


口 密度 が 低い こと が 要因 と し て 
考え られ ます 。 

また 、 感 染 拡 大 を 抑え る た め に 
は 、 感 染 者 の 早期 発見 が 肝要 で あ 
る こと か ら 、 県 や 市 町 村 な ど と 連 
HL. RADI KERR LIZ 10 
筒 所 の 地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ ー を 
設置 し 、 住 民 に より 身近 な 場所 で 
PCR 検 査 の 検体 を 採取 で きる 体 
制 を 整備 し た こと も 挙げ られ ます 。 





ーー 今後 の 感染 状況 は どの よ 
うに 推移 する と お 考え で すか 。 


小原 会 長 岩手 県 の 場合 は 、 県 
内 の 往来 だ け で 突発 的 に 発生 す 
る 可能 性 は 低い と 思わ れ ま す の 
で 、 東 京 な ど 感 染 者 数 が 多い 県 
外 と の 往来 に さえ 注意 すれ ば 、 
クラ スタ ー を 抑え 込む こと が で 


※ こ の イン タビ ュー は 令 和 3 年 1 月 に 行っ た も の で あり 、 発 言 内 容 が 本 國 子 発行 時 点 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 情勢 と 異な る 場合 が あり ます 。 


き 、 人 徐々 に 収束 に 向かっ て いけ 
る の あま 0 

今後 は 、 ワ クチ ン 接 種 が 広く 
普及 きれ る か どう か が ポイ ント 
だ と 思い ます 。 県 医師 会 と し ま 
し て は 、 随 時 情報 収集 を 行い 、 
ワク チン 接種 が 円 滑 か つ 適 切 に 
行わ れる よう 、 接 種 に 当たる 医 
師 な ど に 対し て 必要 な 支援 を 
行っ て いき た いと 考え て いま す 。 


ーー これ か ら の 岩手 の 地域 医療 
は どう ある べき と お 考え で すか 。 


会 長 今後 の 医療 に つい て 
は 、 こ の よう な 緊急 事態 に 備え 、 
経済 効率 だ け を 重視 せ ず 、 日 頃 
か ら 病 床 数 や 医療 従事 者 数 の 余 
和裕 を 持っ て 確保 する 必要 が ある 
と いう 課題 が 、 新 型 コ ロナ の 感 


菜 拡大 に より 赴 星 し た と 考え ま 
す 。 こ の た め 、 医 療 は 市 場 経済 
に 馴染 む も の で は な いと いう こ 
と に つい て 、 今 後 、 強 く 主 張 し 
て いき た いと 思い ます 。 

また 、 医 療 は イン フラ や 食料 
な ど と 同じ く 、 全 て の 社会 経済 
活動 の 土台 と な る も の で あり 、 
これ が 充実 し て いな けれ ば 最低 
限 の 幸福 を 得る こと は で き な い 
と 思い ます 。 社 会 資本 と し て 交 
通 ネ ットワーク が ある よう に 、 
医療 に お いて も 関係 機関 に よる 
連携 体制 を 構築 し 、 誰 一 人 と し 
て 取り 残す こと の な いよ う 支 を 
て いく こと が 必要 と 考え ます 。 
加え て 、 地 域 医療 は 何より も 人 
材 の 確保 が 重要 だ と 思い ます の 
で 、 関 係 機関 が それ ぞ れ の 役割 を 
果たし な が ら 相 互 に 連携 し 、 医 師 


や 看護 師 な ど 医 療 従事 者 の 確保 
に 努め て いき た いと 思い ます 。 


一 一 最後 に 、 感 菜 拡 大 防止 に 
向け て 、 県 民 へ の メッ セー ジ を 
お 願い し ます 。 


SR 岩手 県 の 医療 提供 体 
制 は 、 他 県 と 比べ て も 相当 充実 
es 

自分 だ け で は な く 、 相 手 も 思 
いや っ て 感染 防止 策 を 実践 する 
こと が 岩手 県 全体 の 幸福 に も つ 
な が る と 思い ます の で 、 引 き 続 
き 3 FO WHC LR OMT 
ど 基 本 的 な 行動 を と っ て いた だ 
く よ う お 願い し ます 。 


※ 二 次 医療 圏 … 入 院 を 中 心 と する 一 般 の 医療 需 
要 に 対応 する ほか 、 広域 的 ・ 専 門 的 な 保健 サー 
ビス を 効果 的 ・ 効 率 的 に 提供 する た め の 圏 域 。 
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いわ て 幸福 日 書 2021 


新型 コロ ナ の 感染 拡大 防止 と 
今後 の 地域 医療 に つい て 


ーー これ まで の 県 内 の 感染 状 
況 を 振り 返っ て みて 、 ど の よう 
に 感じ て いま すか 。 


小川 理事 長 県 内 の 感染 者 数 は 、 
令 和 2 年 の 7 月末 まで ゼロ が 続 
き 、 そ の 後 も し ば らく の 間 は 全 
国 で 最も 少な い 状況 に あり まし 
た が 、 飲 食 店 や 医療 機関 な ど で 
クラ スタ ー が 発生 し た こと に よ 
り 急増 し 、 現 在 も 増え 続け て い 
る 状況 で す 。 県 内 で も 本 格 的 な 
流行 が 懸念 され て お り 、 ク ラス 
ター が これ ほど と 威力 が あっ て 怖 
いも の だ と いう こと を 改め て 感 
じ て い ます 。 

ー つ 強調 し た い の は 、 岩 手 県 は 
他 の 都 道 府 県 と 異な り 、 こ れ ま で 
の と ころ 、 ほ と ん どの 感染 源 を 追 
BCR TWA DO, RRS Vs 
他 の 都 道 府 県 と 比べ て 対策 の 施 
し よう が ある と いう こと で す 。 


いわ て 幸福 白書 2021 


第 ] 部 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 幸福 


岩手 医科 大 学 理事 長 


小川 BAR 


お が わ ・ あ きら 


1974 年 3 月 岩手 医科 大 学 医学 部 医学 科 卒 業 。 同 年 4 月 東北 大 学 医学 部 付属 脳 疾 患 研究 施設 脳神経 外科 入局 。 
1988 年 5 月 か ら 東北 大 学 医学 部 助教 授 を 務め 、1992 年 10 月 岩手 医科 大 学 脳神経 外科 学 講座 教授 。2003 
年 4 月 か ら 同 大 学 医学 部 長 、2008 年 1 月 か ら 同 大 学 学長 を 務め 、2012 年 2 月 同 大 学 理事 長 に 就任 。2008 
年 5 月 か ら 2010 年 5 月 まで 全国 医学 部 長 病院 長 会 議会 長 、2019 年 5 月 か ら 一 般 社団 法人 日 本 私 立 医科 大 


学 協会 会 長 を 務め る 。 


現在 の 県 内 の 医療 提供 体 
制 を どの よう に 見 て いま すか 。 


小川 理事 長 医療 提供 体制 に つ 
いて は 、 東 京 な ど に 比べ て 余裕 
が ある と 思い ます が 、 本 学 の 附 
属 病院 は 県 内 唯一 の 特定 機能 病 
院 * と し て 、 県 民 の 命 を 守る 高度 
医療 を 担っ て いる ほか 、 地 域 医 
療 の 拠点 で ある 中 核 病院 と し て 、 
県 内 は も と より 北東 北 3 県 の 広 
域 的 な 地域 医療 を 支え を て いま す 。 
この よう に 地域 医療 に お いて 
重要 な 役割 を 担っ て いる こと か 
by REO HR GEA CRE 
が 発生 する と 、 高 度 医療 が 停止 
する と と も に 、 広 域 的 な 地域 医 
療 の 支援 が で き な く な り 、 岩 手 
県 全体 の 医療 崩壊 に つなが っ て 
し まい ます 。 こ の こと か ら 、 地 
域 医療 を 守る た め 、 県 や 県 医師 
会 な ど 関 係 機関 の 合意 を 得 な が 
ら 、 院 内 感染 に つい て 細心 の 注 
意 を 払っ て 運営 し て いま す 。 








感染 拡大 後 の 医 療 従事 者 
の 状況 に つい て 、 ど の よう に 感 
じ て い ます か 。 


小川 理事 長 岩手 県 は 、 も と も 
と 医師 や 看護 師 が 不足 し て いる 
中 で 、 感 染 拡 大 後 は 感染 リス ク 
を 抑え る た め に 、 2 週間 交替 の 
勤務 シフ ト へ の 移行 を 余儀 な く 
され 、 い つ 収 束 す る か 分 か ら な 
い 状 況 で ある こと か ら も 、 医 師 
や 看護 師 の 負担 は 非常 に 重い も 
の と な っ て いま す 。 


ーー PCR 検 査 や 感染 者 の 治 
療 な ど に 当たっ て いる 医療 従事 者 
や その 家族 等 へ の 誹謗 中 傷 に つい 
て 、 ど の よう に 感じ て いま すか 。 


小川 理事 長 岩手 県 民 に は 、 も 
と も と 真面目 な 県 民 性 が あり ま 
す が 、 そ うい う 人 岩手 県 民 で さえ 、 
ー 部 に 誹謗 中 傷 す る 人 た ちがい 
る こと に つい て 、 非 常に 残念 に 





※ こ の イン タビ ュー は 令 和 2 年 12 月 に 行っ た も の で あり 、 発 言 内 容 が 本 冊子 発行 時 点 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 情勢 と 異な る 場合 が あり ます 。 


思っ て いま す 。 医療 の 現場 で 身 
RHEL THA TH ADIL 
看護 師 で あり 、 そ うい う 方 々 に 
よっ て 、 ど うに か 岩手 県 の 医療 
は 機能 し て いる 実情 が あり ます 
の で 、 医 療 従事 者 を 励ま し て い 
た だ きた いと 思い ます 。 


ーー 地域 医療 を 守っ て いく こ 
と の 重要 性 に つい て 、 広 く 県 民 
に 御 理 解 を いた だ き な が ら 進 め 
て いく こと が 必要 と 思い ます が 、 
岩手 の 地域 医療 は 今後 どう ある 
べき と お 考え で すか 。 


岩手 県 は 、 全 国 と 
比べ て も 少な い 医 師 数 に も か か 
わら ず 、 行 政 や 県 立 病院 、 県 医 
師 会 、 本 学 が 密 に 連携 し 、 非 党 
に 効率 の 良い 医療 を 提供 で き て 
いる と 思い ます 。 今後 も 関係 機 
関 が そ れ ぞ れ の 務め を 果たし な 
が ら 、 必 要 に 応じ て 連携 し て い 
く こ と が 、 岩 手 県 の 医療 を 守り 


続け て いく た め の 最 も 重要 な ポ 
イン ト だ と ん ます 。 

また 、 チ ー ム 医療 を 機能 させ る 
た め に は 、 医 師 の ほか 看護 師 な ど 
他 の 医療 従事 者 の 役割 も 重要 で 
す 。 本学 で は 明治 30 年 (1897 年 ) 
に 、 全 国 で 6 番目 と な る 西洋 式 の 
看護 学校 を 設立 し 、 看 護 師 を 養 
成 し て きた 歴史 が あり 、 現 在 に 至 
る まで 患者 中 心 の 医療 を 基本 と し 
て いま す 。 合 和 3 年 3 月 に は 、 本 
学 の 看護 学部 を 開設 し て 以来 、 初 
め て の 卒業 生 を 輩出 する ほか 、 そ 
の 他 の 看護 師 養成 施設 も で き て き 
て お り 、 県 内 の 医療 人 材 を 養成 す 
る 体制 は 構築 され つつ ある と 考え 
て いま す 。 


ーー 最後 に 、 感 菜 拡大 防止 に 
向け て 、 県 民 へ の メッ セー ジ を 
お 願い し ます 。 


過去 を 振り 返る と 、 
東日本 大 岩 災 津波 の 際 に 、 岩 手 





県 民 は 困難 に 耐え な が ら 模 範 的 
な 行動 を と っ て きた た め 、 大 き 
な 混乱 が 生じ る こと は あり ませ 
ん で し た 。 そ の 背景 に は 、 真 面 
目 な 県 民 性 や 非常 に 高い 道徳 性 
を 備え て いる こと が ある と 思い 
ます 。 ま た 、 今 回 の 新型 コロ ナ 
の 感 菜 拡大 に お いて も 様々 な 間 
題 が 起こ っ た 中 で 、 暴 動 や スー 
パー マー ケッ ト で の 買い 占め な 
ど が それ ほど 問題 に な ら な か っ 
た こと か ら も 、 非 常に 冷静 な 県 
民 性 を 備え を て いる と 思い ます 。 
今後 も 県 民 一 人 ひと り に 医療 
従事 者 に 対す る 感謝 の 気持 ち を 
持っ て いた だ き な が ら 、 国 民 や 
世界 の 人 々 の 模範 と な る よう な 
行動 を と っ て いた だ き 、 持 ち 前 
の 粘り 強 さ き で この 困難 を 乗り 越 
えて いけ れ ば と 考え て いま す 。 


※ 特 定 機能 病院 … 高 度 医療 の 提供 や 高度 医療 
技術 の 開発 、 高 度 医療 に 関す る 研修 を 実施 
する 能力 等 を 備え た 病院 と し て 、 厚 生 労 作 
大 臣 か ら 承 認 を 受け た 病院 。 
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y Sey 


ボク も 


気 を っ け ょ ぅ … ン 


真面目 で 慎重 な 県 民 性 


長く 厳し い 冬 を 耐え 抜く 岩手 県 民 は 、 総 じ て 壮 抱 強く 、 真 面目 な 気質 。 東 日 本 大 震 災 
津波 の 際 に 人 避 難所 等 で 感染 症 の 未然 防止 や 拡大 防止 に 取り 組ん で きた 経験 を 生か し 、 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に お いて も 、 手 洗い の 励行 ・ マ スク の 着用 ・ ソ ー シ ャ 
ルディ スタ ンス の 確保 を 徹底 し 、 慎 重 な 対応 を 心がけ て いる 。 


いわ て は 
広い 県 土 で 
ソー シャ ル テ ィ イス タン ス ! 


岩手 県 が 全国 で 唯一 、 感染 者 ゼロ で あり 続け た の は 、 な ぜ だ ろう 。 
その 理由 は 、 県 民 性 や 感染 防止 に 適し た 環境 な ど に ある 。 























不 特定 
多数 と の 
接触 が 少な い 


広大 な 県 土 を 有する 岩手 県 で 
は 、 多 く の 県 民 が 生活 の 足 と 
し て マイ カー を 利用 し て お り 、 
首都 圏 の 満 貞 電車 の よう に 多 
く の 人 と 接する 可能 性 が 低い 。 
また 、 パ スポ ー ト 保有 率 が 高 
く な いこ と が 新型 コロ ナウ イル 
ス 感 染 症 対策 に お いて は 功 を 
奏し 、 外 国 と の 出入 り の 少な 
さか ら 、 不 特定 多数 と の 接触 


AOD 密度 が 低 い を 回 避 す る こと が で き て いる 。 


北海 道 に 次 いで 面積 の 広い 岩手 県 の 人 口 は 、 約 121 GA. ADB 
度 の 低 さも 全国 2 位 で 、 全 国 で 最も 高い 東京 都 の 80 分 の 1 と な っ て 
お り 、 岩 手 県 で は ルー ル を 決め ず と も 、 自 然 と ソー シャ ルディ スタ ン 
ス が 保てる 快適 な 環境 が 広がっ て いる 。 
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いわ て 幸福 日 書 2021 第 2 部 令 和 3 年 の 幸福 トレ ンド 


| コロ ナ 後 に お ける 
地域 の 幸福 」 


「 全 47 都 道府県 幸福 度 ラ ン キ ング 」 の 監修 や テレ ビ ・ ラ ジオ な どの メデ ィ ア へ の 出演 、 著 述 
な ど 幅 広い 分 野 で 活動 し て いる 一 般 財 団 法人 日 本 総合 研究 所 の 寺島 実 郎 会 長 か ら 、 岩 手 県 が 持続 
的 に 発展 し て いく た め の 潜 在 可能 性 や 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 踏ま えた 今後 の 幸福 トレ ン 
ド 等 に つい て お 話 を 伺い まし た 。 








一 般 財 団 法人 日 本 総合 研究 所 SR ー 寺島 会 長 は 、 岩 手 県 に つ 


いて どの よう な 印象 を お 持ち で 


寺島 SERB ae 


寺島 会 長 私 は 、 大 学院 生 の と 
き に 旧東 山 町 に 1 か 月 間 程 度 滞 





て らし ま ・ じ つろ う 

























































































稲田 大 学 大 学院 政治 学研 究 科 修 士 課程 修了 後 、 三井 物産 入社 。 米国 三井 物産 ワシ ント ン 事務 所 長 、 三井 物産 在 し 、 旧 文部 省 の 機関 の アル 
常務 執行 役員 等 を 歴任 し 、 現職 。 国土 交通 省 、 経済 産業 省 な ど 国 の 審議 会 委員 を 多数 務め る 。 著書 及び メデ ィ - 
ア 出 演 も 多数 。 バイ ト と し て 地域 の フィ ー ル ド 
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ワー ク を 行っ て いた こと が あり 
AS 

また 、 私 が 主宰 し て いる 戦略 
EH PICA EDD 2 名 参加 いた 
だ いて いる こと な どか ら も 、 岩 
手 に は 遠から ぬ 縁 が ある と 感じ 
て いま す 。 


ーー 寺島 会 長 は 、「 全 47 都 道 
府県 幸福 度 ラ ン キ ング 」 (以下 「 幸 
福 度 ラ ン キ ング 」 と いう 。) を 監 
修 な さっ て いま す が 、 幸 福 に 着 
目 し た 理由 や 、 幸 福 度 ラン キン 
グ の 特徴 に つい て お 聞か せく だ 
さい 。 


寺島 会 長 幸福 に 着目 する 一 つ 
の きっ か け と な っ た の は 、 ブ ー 
タン が 世界 一 幸福 な 国 と きれ る 
議論 で す 。 こ の 議論 か ら 分 か っ 
た こと は 、 産 業 ・ 経 済 や 自然 環 
境 な ど 、 判 断 基準 と な る 価値 に 
よっ て 辛 福 に 対す る 考え 方 は 多 
種 多 様 で ある と いう こと で し た 。 
幸福 度 ラ ン キ ング の 特徴 と し 
まし て は 、 基 本 的 に 幸福 と は 、 
個人 の 自己 意識 に 基づく 主観 的 
な も の で す が 、 こ の ラン キン グ 
づけ を 行う に 当たっ て は 、 主 観 
的 な も の を 排除 し 、 他 の 都 道 府 
県 と フラ ッ ト に 対比 で きる よう 
数 値 化 し た 客観 的 指標 を 用 い 
まし な た なぁ 

この 指標 は 、2012 年 に 最初 の 
ラン キン グ を 発刊 し た 際 は 55 項 
目 で し た が 、 そ れ 以 降 、 社 会 経 
済 の 動向 を 反映 させ る た め 、 お 
よそ 2 年 お き に 指標 の 追加 を 行 
い 、 最 新 の 2020 年 版 で は 75 項 
目 と な り 、 先 成形 に 近づい て い 
る と 思っ て いま す 。 


ーー 幸福 度 ラ ン キ ング に お け 
る 分 析 結 果 な ど を 踏ま え 、 岩 手 
県 の 課題 や 潜在 可能 性 は 、 ど の 


よう な 点 に ある と お 考え で すか 。 


寺島 会 長 幸福 度 ラ ン キ ング に 
お いて 、 岩 手 県 は 基本 指標 の 順 
位 が 全国 で 19 位 と 決し て 低く 
あり ませ ん 。 特に 、 食 料 自給 率 
は 6 位 と 高く 、 一 次 産業 を 中 心 
に 相当 し っ か り し た 産業 基盤 を 
有 し て お り 、 こ の こと は 岩手 の 
幸福 の 大 き な 柱 に な る と 考え ま 
す 。「 食 と 農 ] に 関連 し て 言う 
と 、 岩 手 な どの 地方 に 暮らす 多 
く の 高齢 者 に と っ て は 、 首 都 圏 
に 暮らす 高齢 者 と 異な り 、 畑 な 
ど 農 作業 が で きる 場所 が 身近 に 
あり 、 仕 事 を リタ イア し た 後 も 
世の中 の た め に 自分 が 役に立っ 
て いる こと を 実感 する こと が で 
きる 環境 が 整っ て いる と 思い 
ます 。 








この ほか の 岩手 の 強み と し て 
は 、 県 内 に 米 軍 基地 や 原子 力 発 
電 所 が な いた め 、 安 心して 生活 
で きる こと が 挙げ られ ます 。 

一 方 、 文 化 力 、 特 に 国際 の 領 
域 に は 壁 が ある と 思い ます 。 こ 
の 解決 に 向け て は 、 新 渡 戸 稲 
造 や 宮沢 賢治 と いっ た スケ ー ル 
の 大 きい 先 人 を 輩出 し て いる こ 
と な ど 、 岩 手 の 強 み で ある 充実 
し た 歴史 コン テン ツ の 活用 な ど 
が 考え られ ます 。 例 えば 、 県 内 
外 の 新渡戸 稲造 ゆか り の 地 に お 
いて 開催 きれ て いる 「INAZ 
Ot Sy hl を 、 地 域 問 の より 
深い 交流 や 観光 の 推進 に 向け た 
プラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 活用 す 
る こと な ど に 粘り 強く 取り 組ん 


で いく こと が 望ま し いと 思い ま 
す 。 ま た 、 自 己 完 結 型 で は な い 
広がり の ある 文化 活動 を 継続 し 
て 岩手 の 魅力 を 放ち 続け る こと 
に より 、 国 内 外 の ネッ トワ ー ク 
が 拡大 する と と も に 、 国 際 交 流 
の 質 が 変わ り 、 さ ら に は 、 仕 事 
や 教育 な ど 他 の 分 野 の 向上 に も 
つなが っ て いく と 思い ます 。 


一 一 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 
症 の 感染 拡大 に 伴い 、 社 会 構造 
や 国民 意識 に どの よう な 変化 が 
生じ て いる と お 考え で すか 。 


寺島 会 長 一 般 的 に は 、 東 京 一 
極 集 中 の 弊害 が 表面 化し 、 リ 
モー トワ ー ク の 普及 な ど に より 
地方 へ の 分 散 が 進む 方 向 に ある 
と 言わ れ て いま す が 、 こ の こと 
を 単純 に 捉え る べき で は な いと 
考え て いま す 。 リモート ワー ク 
に は 光 と 影 の 部 分 が あり 、 例 え 
ば 、 仕 事 を 通し て 自分 の 進歩 や 
充実 感 を 感じ られ る こと や 、 あ 
る 仕事 を 成し遂げ た 際 に 上 司 に 
褒め られ て 承認 され る こと な ど 
は 、 幸 福 の 要 素 の 一 つ で す が 、 
リモ ー ト ワー ク は こう し た 全 人 
格 的 な 喜び が 妨げ られ る 要因 と 
な りえ ます 。 ま た 、 特 に 首都 園 
の 企業 に 勤め る 人 の 中 に は 、 通 
勤 時 間 や 勤務 時 間 に 縛 られ な く 
な る た め 、 解 放さ きれ た 気持 ち に 
な る 人 も いる と 思い ます が 、 和 気 
持ち や 時 間 に 余 裕 が で きた こと 
で 、 立 ち 止 まっ て 考え 、 こ の ま 
ま 今 の 会 社 に 勤め て いく こと に 
疑問 を 抱き 、 会 社 へ の 帰属 意識 
が 薄らい で くる 人 も いる と 思い 
ます 。 一 方 、 企 業 に と っ て は 、 
リモ ー ト ワー ク を 推進 する こと 
に よっ て 従業 員 の 給料 や 通勤 費 
を 削減 する こと が で きる と と も 
に 、 定 年 まで 長期 主 用 する より 、 
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入社 後 3 年 で 退職 する 人 が いる 
ほう が コス ト を 抑え られ る こと 
か ら 、 退 職 希 望 者 が いる 場合 は 、 
むし ろ 積 極 的 に これ を 受け 入れ 
た ほう が 良い と いう 考え に な り 
ます 。 こ うし た 考え が 社会 に 肖 
遊 す る こと は 、 非 常に 恐ろし い 
こと で す 。 





ーー 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 
症 の 影響 を 踏ま え 、 今 後 、 幸 福 
度 の 向上 に つなが る トレ ンド は 、 
どの よう な も の に な る と お 考え 
で すか 。 


寺島 会 長 これ まで 私 た ち は 、 
日 本 の 基幹 産業 と 言わ れ て きた 
工業 を 中 心 に 生産 力 を 高め て い 
け ば 豊か に な れる と 考え て きま 
し た が 、 こ れ か ら は 頻発 する 自 
然 災 害 や 今般 の 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 症 な どの 疫病 を 乗り 越 
え 、 安 全 ・ 安 心 の マイ ンド を 高 
め て いく こと が 、 幸 福 度 を 高め 
て いく 上 で 、 よ り 重 要 に な る と 
思い ます 。 そ の た め に も 、 徒 来 
の 産業 構造 を 転換 し て いく 必要 
が ある と 考え て いま す 。 特に 、 
防災 産業 や 医療 産業 は 、 今 後 、 
さら に 重要 性 が 高まる 成長 分 野 
で す 。 こ の よう な 分 野 に つい て 、 
例え ば 、 日 本 総合 研究 所 で は 全 
国 の 道 の 駅 に 可動 式 の コン テ ナ 
型 医 療 ・ 防 災 拠 点 を 設置 する プ 
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ロジ ェクト を 計画 し て いま す が 、 
この よう な プロ ジェ クト を 産学 
官 が 連携 し て 実現 し て いく 必要 
が あり ます 。 


ーー 最後 に 、 辛 福 度 を 高め る 
た め に 人 岩手 県 な ど 地 方 に 求め ら 
れる こと に つい て お 伺い し ます 。 


寺島 会 長 交流 人 口 を 拡大 する 
観点 で は 、 岩 手 に ゆか り の ある 
首都 園 在住 者 を 把握 し て 組織 化 
し 、 意 見 交換 会 な どの 交流 イベ 
ント を 地道 に 開催 する な ど 、 ア 
クティ ブ に 広がり を 持っ て 展開 
し て いく 方 向 感 が 大 事 で す 。 
また 、 リ モー トワ ー ク に 関し 
て 言う と 、 都 会 に 暮らす 人 が 岩 
手 に 移住 し て リモ ー ト ワー ク を 
し て いれ ば 幸せ と いう 単純 な も 
の で は な く 、 岩 手 の の どか な 空 
間 の 中 で 、 リ モー トワ ー ク タク 以外 
の 時 間 を どう 活用 する か が 重要 
で す 。 そのため に は 、 どういう 
仕事 が あれ ば 岩手 に 移住 し て も 
ら え る の か 、 岩 手 に 移住 し て み 
て 幸せ な の か と いっ た こと を 分 
析 し 、 東 京 と 地方 の 関係 性 を 提 
え 直 し た 上 で 、 何 に 意識 を 持っ 
て 取り 組ん で いく べき か を 明確 
に する こと が 求め られ ます 。 
この よう な 分 析 を 行う た め に 
も 、 幸 福 度 ラ ン キ ング に お ける 
順位 づけ な ど を 参考 と し つつ 、 


目標 の 実現 に 向け て 発信 力 と 求 
心 力 を 高め な が ら 取 り 組 ん で い 
く こ と を 期待 し て いま す 。 
最後 に な り ま す が 、 幸 福 と は 、 
結局 の と ころ 、 人 と の つなが り 
に よる と ころ が 大 きく 、 人 間 が 
生き て いく 力 に な る も の と 考え 
ます 。 自分 を 待っ て いる 家族 が 
いる か ら 帰 ら な けれ ば いけ な い 、 
頑張 ら な けれ ば いけ な いと いう 
気持 ち が 幸 福 論 の 原点 で す 。 
先ほど の 「 食 と 農 」 の 話 で 「 つ 
な が り 」 を キー ワー ド に 述べ る 
な ら ば 、 食 料 自 給 率 が 高い か ら 
それ で よい と いう こと で は あり 
ませ ん 。 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 を バ 
リュ ー チ ェ ー ン と し て つない で 、 
DX まな どの あら ゆる 新 技術 の 
要素 を 吸収 し て 優位 性 を 確立 し 、 
プロ ジェ クト の 実装 化 を 積み 上 
げ て 総合 的 に 展開 し て いく こと 
が 非常 に 重要 と 考え ます 。 こ れ 
ら の こと に 留意 し な が ら 大 い に 
取り 組ん で いっ て ほし いと 思い 
ます 。 


※DX (デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション ) 
… 高 速 イ ンタ ーネット や クラ ウド サー ビス 、 
人 工 知能 (A1) な どの | T (情報 技術 ) 
に よっ て ビジ ネス や 生活 の 質 を 高め て いく 
Sis 

















【 参 考 】| 全 47 都 道府県 幸福 度 


ラン キン グ 2020 年 版 」 に お ける 岩手 県 の 全国 順位 


一 人 当たり 
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(国政 選挙 ) 
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基本 指标 食料 自給 率 財政 健全 度 


6 位 30 位 





現行 指標 先行 指標 *2 



























































































































































※ 1 現状 に お ける 経済 ・ 社 会 の 安定 度 を 示す 指標 
































※2 将来 ある べき 姿 を 
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an - eae sme | seen | ae へ ルー 数 | 活動 導 畔 
40 位 37 位 43 位 29 位 18 位 13 位 
総合 41 位 
ane . ee = teeters | 体育 .又 术 一 > スポ ー ツ の 
MM ends ee ae ee le lice, ll oa 活動 時 間 
先行 29 位 38 位 31 位 39 位 16 位 9 位 45 位 
=) Ae 教養 ・ 娯 楽 we 文化 活動 等 
x ーー | xia | PO 
26 位 30 位 25 位 43 位 15 位 8 位 
総合 45 位 
= ae ‘ ュ 語学 教室 に ey ee ee 
現行 35 位 国際 外国 人 宿泊 者 数 姉妹 都市 提携 数 か ける 金額 海外 渡航 者 率 留学 生 数 
Se |. c/s Se ee ae er 
2 are 上 = | イン ター ンシップ | 大卒 者 進路 
人事 ae ee lead 者 
11 位 19 位 9 位 13 位 28 位 22 位 
総合 20 位 
Ce = anaes 製造 業 aa _ 本 社 機能 
ee ee 和 
先行 21 位 38 位 19 位 44 位 15 位 46 位 30 位 
espa 一 人 暮らし イン ター ネッ ト 
on so 2 に SERA ge 4 IS 
生活 ae 人 
23 位 23 位 21 位 33 位 12 位 44 位 
総合 31 位 
aoe 汚水 処理 一 般 廃棄 物 os 
Seca —— Cl ae | ee | eee | ee eee 
先行 40 位 39 位 35 位 21 位 25 位 41 位 24 位 
に fh 不 登校 = ore RS 教員 一 人 当たり 
ーー | ees pecs | 和束 | ARE | 見 生生 人 数 
38 位 39 位 5 位 47 位 43 位 6 位 
総合 30 位 
に か x Bee 社会 教育 | 悩み や スト レス 
ee —— Sl TSAR | | の ある 者 の 率 
先行 45 位 22 位 7 位 16 位 39 位 28 位 30 位 
追加 指標 
a AS eo 信用 金庫 貸出 女性 の 労働 力 “ aes 
2014 | | BCS | 平均 利回り | Acie | FROME | 
45 位 45 位 29 位 22 位 9 位 
自主 防災 組織 農業 の 付加 価値 WINER 勤労 者 世帯 
2016 年 版 | 活動 カ パ ー 率 | 食客 _ARRARE | 。 可 如 分 所 得 | 
28 位 7 位 2 位 29 位 
市 民 農 園 面積 コン ビニ エン ス 訪日 外国 人 客 子ども の 勤労 者 ボラ ンティア 
2018 年 版 | 市 APB 消费 学 佰 | チャ レン ジ 率 | mae 
24 位 24 位 8 位 13 位 
地域 子育て = 総合 型 地域 スポ ー ツ 一 人 当たり の 
2020 年 版 | 支援 点 简 所 数 | HORSE クラ ブ 育成 率 | Cam | 
13 位 14 位 14 位 20 位 


据え た 未来 へ の 投資 の 状況 を 示す 指標 
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「 地 域 資源 を 


生か し た 


岩手 の 幸福 」 

国立 競技 場 や 高輪 ゲー トウ ェ イ 駅 な 
と ど 、 国 内 外 で 数 多く の 建築 物 を 手掛け て 
いる 建築 家 の 隈 研吾 氏 か ら 、 新 型 コ ロナ 
ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 に 伴う 状況 の 
変化 や 、 同 氏 が 岩手 県 内 で 手掛け た 建築 
物 の 活用 に よる 幸福 度 の 向上 な ど に つい 


て お 考え を 伺い まし た 。 


建築 家 


際 WTA 





くま ・ け ん ご 




















1954 年 生 。 東京 大 学 大 学院 建築 学 専攻 修了 。 1990 年 隈 研 
務 所 設立 。 東京 大 学 教授 を 経て 、 現在 、 東京 大 学 特別 教授 








吾 建築 都市 設計 事 
・ 名 誉 教授 。 























1964 年 東京 オリ ン ピ ッ ク 時 に 見 た 丹下 健三 の 代々 木 
ナ 幼少 期 よ り 建築 家 を 





















































1990 年 、 








こめ ざめ る 。 コロ ン ビ ア 大 学 客員 研究 員 を 経て 、 

















指す 。 大 学 で は 、 原 広司 、 内 田 祥 哉 に 師事 し 、 AX 
院 時 代 に 、 アフ リカ の サハ ラ 砂 漠 を 横断 し 、 集落 の 調査 を 行い 、 集落 の 美 と カ 


計 事 務 所 を 設立 。 これ まで 20 か 国 を 超す 国々 で 建築 を 設計 し 、 日 本 建築 学会 


競技 場 に 衝撃 を 受 











隈 研吾 建築 都市 設 























の あり 方 を 追求 し て いる 。 


この コロ ナ の 時 代 に 、 岩 手 と 
いう 美しい 場所 で 二 つ の 仕事 が 
で き て 、 と て も 幸せ な 気分 に な 
り ま し た 。 仕事 を し な が ら 、 岩 
手 の 未 来 や 人 類 の 未来 に つい て 、 
思い を めぐ ら せ ま し た 。 

コロ ナ と いう の は 、 ホ モ サ ビ 
エン ス の 歴史 の 流れ を 変え る よ 
うな 、 大 き な 出 来 事 だ っ た と 思 
WEF, 今 ま で の ホモ サビ エン 
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賞 、 国 際 木 の 建築 賞 (フィ ン ラ ンド ) 、 国際 石 の 建築 賞 (イタ リア ) な ど 、 国 「 
外 で 様々 な 賞 を 受け て いる 。 その 土地 の 環境 、 文化 に 溶け 込む 建築 を 目指 し 、 

ヒュ ー マ ン スケ ー ル の や さ し く 、 や わら か な デザ イン を 提案 し て いる 。 また 、 コ 
ンク リー ト や 鉄 に 代わ る 新しい 素材 の 探求 を 通じ て 、 工業 化 社会 の 後 の 建築 

















ス の 歴史 は 、「 自然 か ら 都市 へ 」 
うー 紀 し た 泊 れ で し た 。 人 
間 を ハコ に 詰め 込ん で 、 効 率 的 
に 働か せる た め に 、 都 市 が 必要 
と され まし た 。 人 々 を 都市 に 集 
中 させ 、 都 市 の 密度 や ビル を ど 
ん どん 高く する こと に よっ て 、 
効率 を 高め 、 経 済 を 成長 させ る 
と いう こと が 、 ホ モ サ ビエ ンス 
の 歴史 で あっ た わけ で す 。 


z= 
[Photo c) J.C. Carbonne 





し か し 、 こ の 流れ は 、 ホ モ サ 
ビ ピエ ンス と いう 生物 に と っ て は 、 
か な りき つく て 、 つ らく 、 そ の 
身体 の バラ ンス を 壊す ほど に 不 
自然 な もの で し た 。 

その 代償 と し て 、 つ い に コ ロ 
ナ に よる 警告 と いう 形 で 表れ た 
の だ と 、 僕 は 感じ まし た 。 もう 
身体 や 精神 が も た な いと 多く の 
人 が 考え て いた に も か か わら ず 、 





漫然と 情 性 的 に 「 都 市 へ 」 と 歩 
き 続 け て いた 我々 は 、 コ ロナ に 
よっ て 目 を 覚まさ れ た の で す 。 
そし て 、 実 際 の と ころ 、 こ の 
IT の 時 代 に は 、 ハ コ の 中 が 少 
し も 効率 的 な 場所 で は な か っ た 
の で す 。 激しい スト レス を 与え 、 
すべ て の も の が 高価 に な っ て し 
まっ た 都市 と いう 場所 は 、 人 間 
に と っ て 効率 的 で も 経済 的 で も 
あり ませ ん で し た 。 今日 KE 
サビ エン ス が 手 に 入れ た 技術 を 
も っ て すれ ば 、 ハ コ の 外 や 都市 
の 外 の ほう が 、 は る か に スト レ 
ス が な く 、 効 率 的 に 働き 、 ゆ っ 
た り と 暮らす こと が で きた の で 
す 。 多く の 人 は それ を 薄々 は 感 
じ て い な が ら 、「 み ん な も そう し 
て いる か ら 」 と いう 理由 で 、 ハ 
コ を 出 よ うと せ ず 、 都 市 を 離れ 
よう と し な か っ た の で す 。 

翻っ て 、 ハ コ を 出 て 、 都 市 を 
離れ る た め の 行 き 先 と し て 、 岩 
手 と いう 場所 は 極め て 魅力 的 に 
見 えま す 。 僕 自身 、 コ ロナ の 時 
期 と 重なり な が ら 、 岩 手 で 2 つ 
の 仕事 を し て 、 岩 手 の 現場 に 来 
る た びに 、 身 体 が 解き 放 た れ 、 
心 が 癒 され る の を 感じ まし た 。 
ー つ は 、「 グ ラン ド セ イ コー ス 
タ ジ オ 雲 石 」 の プロ ジェ クト で 
Fo 岩手 山 を 正面 に 見 る 深い 森 の 
中 で 、 世 界 の トッ プレ ベル の 時 計 
職人 の 皆さん が 、 ま れ に 見 る 精度 
の 高い 時 計 を 手 で 組み 立て て い 
る 様子 自体 が 奇跡 の よう で し た 。 
僕 は 、 木 造 建築 の 仕事 場 を 新た 
に 用 意 す る こと で 、 こ の 奇跡 を さき 
ら に 磨き 上 げ よ うと 試み 、 世 界 に 
ほとん ど 例 の な い 、 木 造 の クリ ー 
ン ル ー ム が で き あ が り ま し た 。 そ 
れ は 、 新 し い 時 代 の 、 新 し い 形 を 
し た 効率 を 象徴 する 、 世 界 中 の グ 
ラン ド セ イ コー の ファ ン の 皆さん 
が 訪れ る 聖地 の 一 つと いえ る よう 


な 場所 と な り ま し た 。 

も う 一 つの 岩手 で の 仕事 は 、「 際 
前 高田 アム ウェ イハ ウス まち の 
縁側 ] で す 。 陸前 高田 市 を 含む 気 
仙 地 方 に 、 気 仙 大 工 と いう 非常 に 
腕 の 良い 大 工 の 集団 が いる と いう 
話 を 、 大 学 時 代 に 恩師 の 内 田 祥 
哉 先生 か ら 聞 いて 興味 を 持ち まし 
た 。 単に 美しい 木造 建築 を 作る だ 
け で は な く 、 雪 の 荷重 に も 耐え ら 
れる 、 強 く て 合理 的 な 木造 技術 を 
伝え る 、 優 秀 な 職人 集団 だ と いう 
話 が 印象 的 で し た 。 

この 施設 の 仕事 の 依頼 が あり 、 
真っ 先 に 考え を た こと は 、 も し 今 
で も 気仙 大 工 が 仕事 を し て いる 
の な ら 、 何 と か 一 緒 に な っ て 新 
し い 木 造 建築 を 作ろ うと いう こ 
と で し た 。 彼ら と 一 緒 に 仕事 を 
で きる こと が 分 か っ た と き は 、 長 
年 の 夢 が か な っ た 子ども の よう 
な 気分 で し た 。 彼ら の 技 の お か 
げ で 、 こ の 施設 は 、 屋 上 の 展望 
デッキ に の ぼる と 海 が 見 えて 気 
分 が 晴れ や か に な る こと か ら も 、 
今 ま で 僕 が 試み た 木造 建築 に は 
な い 種 類 の 、 や さき さ しい リズ ム の 
感じ られ る 建築 に な り ま し た 。 

この 「 陸 前 高田 アム ウェ イハ ウ 
A まち の 縁側 |] は 、 子 ども か ら 
お 年 寄り まで 、 地 域 の 様々 な 方 た 
ちの 生活 に 密接 に 関わ る 場 と す 
る こと を 目的 と し て 建て られ 、 際 
前 高田 市 を 訪れ た 観光 客 の た め 
の イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 
と し て の 役割 も 果たし て いま す 。 
この 施設 を 日 々 の 暮らし の 延長 
の 場 と し て 使っ て いた だ いて い 
る 地域 の 皆さん に 、 安 心 感 や 安 
ら ぎ を 感じ て いた だ けれ ば と い 
う 思 いで デザ イン し て お り 、 気 仙 
大 工 の 技 が 、 そ し て 地元 の 杉 の 
暖か な 質感 が 、 そ の よう な 効果 
を あげ て くれ ます 。 僕 の 想像 し 
て いた 以上 に 、 木 の 建物 は 、 場 


所 と な じん で いま す 。 

今後 、 コ ロナ 後 の 新しい 時 代 
を 迎え よう と する 中 で 、 和 気仙 大 
工 に 代表 きれ る よう な 人 間 の ぬ 
くも り の 感じ られ る 技 や 豊か な 
森 、 そ の 森 に 支え られ た 豊か な 
海 な ど 、 た くさ ん の 宝物 を 持っ 
て いる 岩手 と いう 場所 は 、 大 き 
な 可能 性 を 持っ て いま す 。 極限 
まで の 集中 で 破綻 し よう と し て 
いる 都市 か ら 逃 れ 、 新 し い ラ イ 
フス タイ ル に 身 を 投じ よう と 考 
えて いる 人 た ち に 、 多 く の ヒ ン 
ト を 与え 、 今 まで に は 考え られ 
な か っ た よう な 重要 な 役割 を 岩 
手 が 果 た し て いく で し ょ う 。 





グラ ンド セイ コー スタ ジオ BG 

令 和 2 年 7 月 オー プン 。 施設 内 に は 、 木 造 建築 で あり 
な が ら 精 密 な 機械 式 時 計 を 組み 立て る クリ ー ン ルー ム 
や 、 機 械 式 時 計 の 仕組 みな ど が 学べ る 展示 コー ナー、 
岩手 山 を 望む ラウ ンジ な ど が ある 。 























陸前 高田 アム ウェ イハ ウス まち の 縁側 
令 和 2 年 1 月 オー プン 。 観 光 や 福祉 、 子 育て 支援 、 
h 民 の 交流 等 の 場 と し て の 機能 を 備え る 複合 型 コ 
ミュ ニテ ィ 施 設 。 柱 や 梁 に 気仙 スギ を 用 い 、 気 仙 大 
の 工法 を 継承 し た 構造 と な かっ て いる 。 
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第 3 部 の 概要 


の COCO の OOOOOOOO の OOOO の OOOO の OOO の OO の OO の OOOOO の OO で OO の OOOO の OOOOOOOO の OOO の OOOOO の OOOO の OOOOO の OO の OO の OO の OOOOO の OO の OO の OO の OO の 


第 3 部 で は 、 県 民 の 幸福 感 の 現状 や 、 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 を 紹介 し ます 。 
県 民 の 幸福 感 の 現状 に つい て は 、 毎 年 実施 し て いる 県 民意 識 調査 の 調査 結果 の 中 か ら 、「 主 観 的 幸福 感 」 、 
[幸福 か どう か を 判断 する 際 に 重視 し た 事項 ]、「 分 野 別 実感 」 の 結果 を 掲載 し て いま す 。 
県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 に つい て は 、29 ペー ジ 以 降 、「 い わ て 県 民 計画 (2019 一 2028)]( 以 
下 「 い わ て 県 民 計 画 ] と いう 。) に 掲げ る 10 の 政策 分 野 ご と の 政策 評価 の 結果 を ダイ ジェ スト で 掲載 し て いま す 。 














な お 、10 の 政策 分 野 の 概要 は 、27 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
※ 29 ペー ジ 以 降 の 「 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 | は 、 令 和 2 年 11 月 に 公表 し た 「 政 策 評価 レポ ー ト 2020] を 基 に 作 






































成 し て いる た め 、 記 載 内 容 は 公表 当時 の も の で す 。「 県 民 の 幸福 度 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 | の 見 方 は 28 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 




















幸福 か どう か を 判断 する 際 に 











主観 的 幸福 感 











重視 し た 事項 
県 民意 識 調査 で 、「 あ な た は 現在 、 ど の 程度 幸 県 民意 識 調査 で 、「 あ な た が 幸福 か どう か 判断 


福 だ と 感じ て いま すか 。] と いう 設問 に 対し 、5 
段階 で 把握 し た も の で す 。 

その 結果 、 幸 福 と 感じ て いる 人 の 割合 は 上 昇 
し て いま す 。 


する 際 に 重視 し た 事項 は 何で すか 。 
に 対し 、 下 表 の 17 の 項目 か ら 該当 する 全て を 選択 
いた だ いた も の で す 。 

その 結果 、 幸福 か どう か 判断 する 際 に 重視 する 


J と いう 設問 


また 、「 幸 福 だ と 感じ る ] か ら 「 幸 福 だ と 感じ 割合 が 高い 順に 「 健 康 状況 ] 、「 家 族 関係 ] と な っ 
な い ] まで の 5 段階 の 選択 肢 に 応じ て 5 点 か ら 1 て いま す 。 


点 を 配点 し た と ころ 、 県 全体 の 平均 値 は 、5 点 












(Rt) 
満点 中 3.48 点 と な り ま し た 。 ( ): 前 回 割合 (項目 )0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1. 介 7 | 777(70.8) 

主観 的 幸福 感 ( 県 計 ) の 推移 (割合 ) 2 (72.5 63.) 


















H28 29 30 31 R2 








CO 3. 居 住 環境 52.0(47.9) 
als gee 62 A.SHCRE ERUERE =o 51.1 (48. 7) 
51.3 
ー 5. 家 計 の 状況 51 0 (63.8 
40 | 幸福 と 感じ る ) 
6. 友 人 関係 aa 41.1 di .8) 
3 | 幸福 と 感じ な い 7. 自 然 環境 | _ 3: :2(31 3) 
0 8 仕事 の や り が い NNN 28.2 (30.9) 
18.3 17.9 18.0 19.3 17.6 | | 
10 ， . . の 人 541 


主観 的 幸福 感 の 平均 値 (県 計 ) の 推移 し 点数] 


es ( 点 ) 











10. 治 安 ・ 防 災 体 制 
11. 子 育て 環境 


[MEN 24.0 (23.6) 
(NN 18.9(13.4) 





12 就業 状況 (1 8.7 (32.8) 
2 i. 13 地域 コミ ュ ニテ ィ と の 関 人 [EE 18.4018.) 
35| 34 ー 34 346 ggg 348 14 教育 融 境 MB 2509.3) 
34 15 .社会 页 献 庫 | 39.6) 
3 ET 16. 地 域 の 歴史 文化 軒 5.8 6.1) 
4 17. そ の 他 [ll 4.03.6) 
3 Hz8 29 30 31 R2 18.7808 |l 2.7(4.0) 
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分 野 別 実感 


県 民意 識 調査 で 、「 現 在 の あな た ご 自身 の こと に つい て 、 お た ず ね し ます 。」 と いう 設問 に 対し 、 下 表 の 
12 の 分 野 別 実感 を 回 答 い た だ いた も の で す 。 

いわ て 県 民 計画 の 開始 前 で ある 平成 31 年 を 基準 と し た 場合 、 1 分 野 で 上 昇 、 5 分 野 で 横ばい 、 6 分 野 で 
低下 が 見 られ まし た 。 

実感 の 平均 値 が 高い 順に 「 自 然 の 豊か さ ] 、「 家 族 関係 ] 、「 地 域 の 安全 ] と な っ てい ます 。 な お 、「 自 
然 の 豊か さ ] の 実感 は 、4 点 を 超え て いま す 。 





(1) 心身 の 健康 3.00 3.15 1 (0.15) 
(2) 余暇 の 充実 3.05 2.93 1 (A0.12) 
(3) 家族 関係 3.84 3.86 - (0.02) 
PE 3.08 3.07 = (A0.01) 
18S (5) 子 ども の 教育 3.10 3.09 - (A0.01) 
居住 環境 ・ | (6) 住 まい の 快適 さ 3.34 3.29 = (A0.04) 
コミ ュ ニ ティ | (7) 地域 社会 と の つなが り 3.35 3.16 } (^0.19) 
V 安全 (8) 地域 の 安全 3.82 3.66 1 (^0.16) 
(9) 仕事 の や り が い 3.54 3.38 1 (A0.16) 
仕事 ・ 収 入 Oo) 必要 な 収入 や 所 得 2.65 2.56 | ( ム 0.09) 
而 历史 .文化 | (11) 歴 史 ・ 文 化 へ の 誇り 3.28 3.25 = (A0.03) 
W 自然 環境 (12) 自 然 の 豊か さ 4.21 4.16 1 (40.05) 
GE) ①( ) は 前 年 調査 と の 差 。 な お 、 四 捨 五 入 の 関係 か ら 年 平均 値 と その 差 の 合計 が 一 致し な い 場合 が あり ます 。 
② 検 定 の 結果 、5% 水 準 で 有意 な 変化 が 確認 で きた も の は 、 網 掛け と 矢 EH で 表記 し て いま す 。 





I 健康 ' RK 
















































































岩手 県 の 政策 評価 


県 で は 、 い わ て 県 民 計 画 の 実効 性 を 高め 、 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 取組 を 着実 に 推進 し て いく た め 、 
政策 評価 を 実施 し て いま す 。 

10 の 政策 分 野 の 政策 評価 で は 、 台 政策 分 野 に 設定 し た 、 幸 福 に 関連 する 客観 的 指標 (いわ て 幸福 関連 指 
標 ) の 達成 状況 に 加え 、 県 民意 識 調査 で 把握 し た 政策 分 野 ご と の 実感 き ?、 参 考 指標 や ”、 社 会 経済 情勢 等 
を 踏ま え 、 総 合 的 に 評価 を し て いま す 。 


評価 区 分 10 の 政策 分 野 の 総合 評価 の 基本 的 な 考え 方 


政策 分 野 ご と に 、 全 て の 指標 が 目標 達成 率 80% 以 上 (指標 達成 度 【A】 又 は 【B】) で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状 
況 な ど を 踏ま え 、 政 策 分 野 の 取組 方 向 の 実現 に 向け 順調 に 進ん で いる こと か ら 、 引 き 続き 取組 を 推進 する も の 。 





政策 分 野 ご と に 、 目 標 達成 率 80% 以 上 の 指標 が 半数 以上 で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状況 な ど を 踏ま え 、 政 策 分 野 の | ccas 
取組 方 向 の 実現 に 向け 概ね 眼 調 に 進ん で お り 、 一 部 見 直し を 行い な が ら 、3 き 続き 取組 を 推進 する も の 。 pelea 
※ 全 て の 指標 が 目標 達成 率 80% 以 上 で あっ て も 、 県 民 の 実感 が 基準 年 (H31 年 ) と 比べ 「 低 下 ] し て いる 場合 に は BETS. 

【A】 100% 以 上 


政策 分 野 ご と に 、 目 標 達成 率 80% 以 上 の 指標 が 半数 未満 で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状況 な ど を 踏ま え 、 政 策 分 野 の 【B】 80% 以 上 
取組 方 向 の 実現 に 向け あま り 順 調 に 進ん で いな いこ と か ら 、 一 部 見 直し の ほか 、 よ り 効 果 的 な 取組 を 検討 する な ど 、 一 100% 未 洪 
層 の 施策 の 推進 が 必要 な も の 。 【C】 60% 以 上 
※ 目 標 達成 率 80% 以 上 の 指標 が 半数 以上 で あっ て も 、 県 民 の 実感 が 基準 年 (H31 年 ) と 比べ [低下] し て いる 場合 に は C と する 。 80% 未 満 
【D】 60% 未 満 




































































政策 分 野 ご と に 、 目標 達成 率 60% 未 満 (指標 達成 度 【D】) の 指標 が 半数 以上 で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状況 な ど 
を 踏ま え 、 政 策 分 野 の 取組 方 向 の 実現 に 向け 順調 に 進ん で いな いこ と か ら 、 見 直し や 改善 を 行う な ど 、 更 な る 重点 的 
な 施策 の 推進 が 必要 な も の 。 
































( 注 1) 県 民意 識 調査 に つい て |  ( 注 2) 政策 分 野 ご と の 実感 (分 野 別 実感 ) に つい て 
県 で は 、 県 の 施策 に 対す る 実感 な ど を 把握 する た め 、「 県 の 施 | 県 民意 識 調査 で は 、 政 策 分 野 に 関連 する 実感 を 把握 し 、 各 政策 分 野 の 政策 評価 に 活用 し て いま す 。 
策 に 関す る 県 民意 識 調査 ] を 実施 し て いま す 。 | な お 、 県 民 の 幸福 を 下支え する 共通 土台 と し て 設定 し た 「 了 攻 社 会 基盤 ]、「X 参 画 」 の 2 分 野 に つ 
調査 の 概要 は 次 の と お り で す 。 | いて は 、 関 連 する 実感 を 把握 し て いま せん 。 
ぐ ① 調 査 対象 県 内 に 居住 する 18 歳 以上 の 男女 | GE3) 参考 指標 に つい て 
②③ 対象 者 数 5.000 人 | 県 民 の 幸福 に 関連 する 統計 デー タ で ある も の の 、 毎 年 実績 値 を 把握 で き な い も の や 、 個 人 の 選択 
③ 抽 出 方 法 選挙 人 名 簿 か ら の 層 化 二 段 無 作為 抽出 | の 自由 に 関連 する も の な ど 、 目標 値 を 設定 し て 管理 する こと に な じ ま な い 統 計 デ ー タ に つい て は 、「 参 
④ 調 査 方 法 設問 票 に た る アン ケー ト 調 査 (郵送 法 ) | 考 指標 」 と し て 位置 付け て いま す 。 
⑤ 調 査 時 期 毎年 1 一 2 月 | 参考 指標 の 動向 は 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 社会 情勢 の 変化 等 と と も に 、 政 策 分 野 の 総合 評価 に 反 
⑥ 回 収 率 令 和 2 年 調査 は 677% (3.387 人 /5.000 人 ) | 映 さ れ ま す 。 
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政策 推進 


0 基本 方向 


「10 の 政策 分 野 」 の も と 
一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 展開 し て いき ます 。 


県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 を 実現 し て いく た 
め 、 多 様 性 の 視点 や 社会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 視点 を 重視 し な が ら 、 地 域 社会 を 構成 
する あら ゆる 主体 と と も に 、「10 の 政策 分 野 ] の 取組 を 展開 し て いき ます 。 


健康 ・ 余 暇人 時 
健康 寿命 が 長 
く 、 い きい き と 暮 
ら す こと が で き 、 » 
また 、 自 分 らし く 一 
自由 な 時 間 を 楽 
し むこ と が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 





評価 結果 


























評価 結果 


家族 ・ 子 育て 分 時 

家族 の 形 に 応じ 
た つなが りや 支え 
合い が 育ま れ 、 ま 
た 、 安心 し て 子 育 
て を する こと が で 
きる 岩手 を 目指 し ます 。 






















































































=a Spanier ーーー 
育 分 野 35 つ 居住 环境 Ge 
学び や 人 づく 全 ゴミ ユー テイ 分 野 
り に よっ て 、 将 不便 を 感じ な い 
my に 向かっ て 可 com 日 常 生 活 を 送る 
能 性 を 伸ばし 、 こと が で き 、 また 、 号 
目 分 の 夢 を 実現 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 助け 合っ て 暮らす こ 
で きる 岩手 を 目指 し ます 。 と が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 
な へ > eo 十 事 ,以 入 分 
REY 加- 人 人 分 野 ⑥44 つ . 


災害 を は じ め と し 
た 様々 な リス ク へ の 
GER 備え が あり 、 事故 や 
犯罪 が 少な く 、 安全 
で 、 安心 を 実感 する 
こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 




















評価 結果 








農林 水産 業 や も 
の づく り 産 業 な ど 
の 活力 ある 産業 の 
も と で 、 安定 し た < 
雇用 が 確保 され 、 また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 
が 得 られ る 仕事 に つく こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 




















歴史 ・ 文 化 分 
豊か な 歴史 や 


文化 を 受け 継ぎ 、 
愛着 や 誇り を 育ん 
で いる 岩手 を 目指 


評価 結果 

















評価 結果 


自然 环境 分 野 

一 人 ひと り が 恵 
まれ た 自然 環境 を 
守り 、 自然 の 豊か 
さと と も に 暮らす こ 






























































し ます 。 と が で きる 岩手 を 
目指 し ます 。 
社会 基 租 分 野 (552 参 画 分 野 
防災 対策 や 男女 共同 参 

産業 振興 な ど 画 や 若者 ・ 女 
cag OER cor 性 、 高 齢 者 、 障 

支え る 社会 基 が い 者 な どの 活 

盤 が 整っ て い 躍 、 幅 広い 市 民活 動 や 県 民 運 動 な ど 幸 福 の 追 求 


中 全 IO FE AIO 











る 岩手 を 目指 し ます 。 
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を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 を 目指 し ます 。 





[県民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 」 の 見 方 


人 @ 指 標 

いわ て 県 民 計 画 長期 ビジ ョ ン に 掲載 し 
て いる いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 を 中 心 
に 記載 し て いま す 。 詳しく は [いわ て 幸福 関 
連 指 標 の 達成 状況 ] を ご 覧 くだ さい 。 


人 @ 政 策 分 野 名 

10 の 政策 分 野 名 と 政 
策 分 野 の 取組 方 向 を 記 
載 し て いま す 。 


OR 

幸福 に 関連 する 分 野 の 実感 の 動向 を 記 
載 し て いま す 。 詳 し く は [県 民意 識 調査 の 結 
果 ( 分 野 別 実感 の 動向 )] を ご 覧 くだ さい 。 


人 政策 分 野 の 総合 評価 

いわ て 幸福 関連 指標 の 状況 、 政 策 
分 野 に 係る 県 民 の 実感 、 政 策 分 野 の 
取組 状況 、 他 の 主体 の 取組 状況 に つ 
いて まとめ た 上 で 、 当 該 政 策 分 野 の 
総合 評価 を A BC D の 4 段階 で 
判定 し た も の を 記載 し て いま す 。 


: いわ て 幸福 関連 指標 の 運 成 度 | 
: 政策 分 野 ご と の いわ て 幸福 関連 指 | 
: 標 の 達成 度 の 構成 比 と 指標 数 を 円 グ : : 


i ラフ で 表示 し て いま す 。 


る いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 
いわ て 幸福 関連 指標 の 目標 値 や 令 和 

元 年 度 の 値 な ど を 記載 し て いま す 。 

※ 囲 み 数 字 は 掲載 デー タ の 年 度 を 表し 
て いま す 。 

※ 実 績 値 が 確定 し て いな い 指 標 や 順位 
を 測定 で き な い 指標 は 「 一 」 と 表示 し 
て いま す 。 


: 人 @ 全 国 順位 (東北 順位 ) : 
いわ て 幸福 関連 指標 の 、 全 国 順位 ・ 東 : 


: : 北 順位 を 平成 29 年 度 現状 値 と 比較 し て : 
: ※ 構 成 比 は 、 端 数 四捨五入 の 計算 の : : : 
た め 、1009%% に な ら な い 場 合 が あ : 


症 LE LT TS は TI EE 
Wi 国 ， 


人 @ 県 民意 識 調査 の 結果 

令 和 2 年 県 民意 識 調査 で 得 られ た 分 野 別 実感 の 平均 値 の 状況 を 記載 し て いま す 。 
【 分 野 別 実感 の 平均 値 の 算出 方 法 】 
各 調 査 項目 の 回 答 に つい て 、「 感 じ る 」 を 5 点 、「 や や 感じ る 」 を 4 点 、「 ど ちら と も いえ 
な い 」 を 3 点 、「 あ まり 感じ な い 」 を 2 点 、「 感 じ な い 」 を 1 点 と し 、 そ れ ぞ れ の 選択 者 数 
を 乗じ た 合計 点 を 、 全 体 の 回 答 者 数 (「 わ か ら な い 」、「 不 明 ( 無 回 答 )」 を 除く 。) で 除 
し 、 数 値 化し た も の で す 。 
【 比 較 】 
分 野 別 実感 の 平均 値 に つい て 、 基 準 年 (H31) と の 比較 に お いて 、 次 の 結果 で あっ 
た も の を 記載 し て いま す 。 

上 昇 :t 検 定 の 結果 、596 水 準 で 有意 な 変化 が 確認 で き 、 上 昇 し た 場合 

横ばい : t 検 定 の 結果 、59% 未 満 で 有意 な 変化 が 確認 で き な か っ た も の 。 

低 下 :t 検 定 の 結果 、5% 水 準 で 有意 な 変化 が 確認 で き 、 低 下 し た 場合 


@ 取 組 状 況 

政策 分 野 の 取組 方 向 
を 実現 する た め の 令 和 
2 年 度 の 県 の 取組 状況 
を 記載 し て いま す 。 


0 参考 指標 

いわ て 幸福 関連 指 
標 を 補完 する た め に 設 
定 し た 参考 指標 の 状況 
を 記載 し て いま す 。 


@ 今 後 の 取 組 方 向 
政策 分 野 の 取組 方 向 
を 実現 する た め の 政策 
推進 上 の 今後 の 取組 方 
向 を 記載 し て いま す 。 





10 の 政策 分 野 に 対応 する いわ て 幸福 関連 指標 の 状況 
いわ て 幸福 関連 指標 の 指標 名 、 目 標 値 や 令 和 元 年 度 の 目標 に 対す る 達成 度 な ど を 記載 し て いま す 。 
【 目 標 達成 率 の 計算 式 】 
・ 通 常 の 指標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 上 げ る 目標 ) 
(R1 実 績 値 -H29 現 状 値 ) / (R1 目 標 値 -H29 現 状 値 ) x100 
・ マ イナ ス 指 標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 下げ る 目標 ) 






































(H29 現 状 値 -R1 実 績 値 ) / (H29 現 状 値 -R1 目 標 値 ) x100 指标 过 成 度 目標 達成 率 
・ 維 持 指標 等 (H29 現 状 値 を 維持 する 目標 等 ) = 成 |Al |100% 以 上 
(R1 実 績 値 ) / (R1 目 標 値 等 ) x100 概ね 達成 IB| | 80% 以 上 100% 未 満 
※ な お 、 累計 指標 の うち 、 R 1 年 度 を 累計 の 開始 年 と し て いる 指標 みな ど 、 こ の 計算 式 に より 難い 場合 は 、 Et 較 | GDBEBO965 滴 
次 の 計算 式 に より 算出 し て いま す 。 
(R1 実 績 値 ) / (R1 目 標 値 ) x100 遅 れ ID| | 60% 未 満 























第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 28 


第 3 部 | 希望 郷 い わ て | OF 





県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


@ 健康 ・ 余 暇 





健康 寿命 が 長く 、 


いき いき と 暮らす こと が で き 、 
また 、 自 分 らし く 自 由 な 時 間 を 楽し むこ 






実感 間 | 心身 の 健康 」 は 上 昇 、「 余 暇 の 充実 」 は 低下 し まし た 。 


ee) 「 健 康 寿命 | は 男女 と も 











Cc 














. (RURAL) 性 |D 








と が で きる 岩手 


と な り ま し た 。 











健康 的 な 食事 推進 マス ター 養成 


[取組 状況 ] 


いわ て 医学 奨学 生 セミ ナー 





し っ か り 食 べ て も 内 臓 脂肪 を た め に くい 食事 の 
普及 啓発 活動 を 推進 する 人 材 を 育成 する た め の 
養成 講座 を 開催 し まし た 。 














岩手 芸術 祭 総合 フェ ステ ィ バ ル 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 来場 で 
き な い 人 も 鑑賞 で きる よう 、 ラ イブ 配信 を 取り 入 
れ た 「 岩 手芸 術 祭 総合 フェ ステ ィ バ ル 」 を 開催 
し まし た 。 
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医学 奨学 生 と 先輩 医師 と の 交流 な ど を 目的 と し た 
「 い わ て 医学 奨学 生 セ ミナ ー] を 、 現 役 医学 奨 
学生 の 有志 に よる 実行 委員 が 主体 と な り オ ン ラ 
イン 形式 で 開催 し まし た 。 





























岩手 県 障がい 者 スポ ー ツ 大 会 の 
競技 別 代替 大 会 





新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 中 止 さ 
れ た 岩手 県 障がい 者 スポ ー ツ 大 会 の 競技 別 代替 
大 会 と し て 「 岩 手 県 パラ 陸上 記録 会 」 等 を 実施 
し まし た 。 








通い の 場 に お ける 
シル バー リハ ビリ 体操 の 実施 
シル バー リハ ビリ 体操 指導 者 講習 会 の 開催 や 通 


い の 場 へ の 地域 づく り ア ドバイ ザー の 派遣 を 実 
施し て いま す 。 





県 立 美術 館 に お ける 
展覧 会 イベ ント の 開催 
常設 ・ 企 画展 及び 各種 イベ ント を 新型 コロ ロナ 
ウイ ルス 感染 症 感染 防止 対策 を 講じ な が ら 実 
施し て いま す 。 











今後 の 取組 方 向 


〇 岩手 県 脳卒中 予防 県 民 会 議 と 連携 し 、 官 民 が 一 体 と な っ て 生活 習慣 病 の 予防 対策 に 取り 組み 


ます 。 
〇 疾病 の 早期 発見 、 早 期 治療 の た め の が ん 検診 及び 特定 健 診 の 受診 率 向 上 に 向け た 取組 を 推進 し 
ます 。 


〇 自殺 対策 推進 協議 会 を 通じ て 多様 な 関係 者 と 連携 ・ 協 力 を 図り な が ら 、 包 括 的 な 自殺 対策 プロ 
グラ ム を 推進 する ほか 、 職 域 や 高齢 者 等 地域 の 特性 や 対象 に 応じ た 取組 を 推進 し ます 。 

〇 余暇 時 間 の 増加 の た め 、「 働 き 方 改革 ] の 推進 と 、 介 護 施設 の 整備 や 介護 人 材 の 確保 に 取り 組み 
ます 。 

〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 予防 策 を 徹底 し 、 イ ンタ ーネット 配信 な ども 活用 し 、 文 化 芸 術 に 触れ 
る 機会 の 提供 に 取り 組み ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
健康 ・ 余 暇 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





C © いわ て 幸福 関連 指標 11 指標 は 、 達 成 度 A の 指標 が 4 指標 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 (37%) 、 達 成 度 に 、D の 指標 が 7 指標 (63%) で し た 。 


生 。 この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 心 身 の 健康 ]」 DEAR 
暇 の 充実 」 が 低下 し まし た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 介 護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 
住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 生活 で きる 環境 づく り の 取組 が 進 
み ま し た が 、 生 涯 に わた り 心 身 と も に 健やか に 生活 で きる 環 
境 づ くり の 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て いま す 。 


O この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 民 間 団 体 に お い 
て も 、 自 殺 に 関す る 相談 な どの 取組 が 行わ れ て いる な ど 、 県 
以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、C と 判断 し まし た 。 


11 指標 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 
































、 参 ivi ivi 
現状 値 目標 値 1 参考 ) 全 国 顺 位 ( 柬 北 顺 位 ) 
H29 R1 比較 
1 eae @80.60| 6079.83 79.63| C 
健康 寿命 〔 平 均 自立 期間 ) 年 
女性 四 
2 83.96 284.84) 84.31 84.18) C 
男性 四 
3 | RAL DRRRU BONS 3051| 273.8] @295.9| 298.2) C 
疾患 で 死亡 する 人 数 【10 | A 
4 | 万 人 当たり ) ee @1357| @1475| 1577) D 
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現状 値 2 参考 ) 全国 順位 (東北 順位 ) 









































(H29) 
H29 

5 | 自殺 者 数 {10 万 人 当たり 〕 人 21.0 16.0 19.0 20.5| D hae Hae 

地域 包括 ケア 関連 (元気 な | 。 
6 | eres aye) % 98.71 98.86 98.77 99.07, A 

地域 包括 ケア 関連 (在宅 
7 | 医療 連携 拠点 の 事業 区 | 箇所 16 27 17 20| A 

域 数 ) 
8 | 余暇 時 間 ( 一 日 当たり *? 分 @373 390 378 372| D 

県 内 の 公立 文化 施設 に お 
9 | ける 催事 数 "3 件 1,316 1,385 1,344 1,261, D 
10 | スポ ー ツ 実施 率 % 61.7 ③65.0 6063.5 63.5| A 

生涯 学習 に 取り 組ん で い | 。 
11 | る 人 の 割合 % 40.2 44.2 41.2 42.7| A 









































※1 全国 を 100 と し た 水準 ※2 休日 を 含む 1 週間 の 平均 
※3 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 の うち 、 各 市 所 在 の 主 な 12 施 設 の 催事 数 



































【 参 考 指標 】 
AEB 単位 現状 値 (H29) R1 の 値 備考 
1 男性 @71.85 3 年 ご と の 公表 
命 常 5 cil 7 EARS 
5 健康 寿命 (日常 生活 に 制限 の な い 期 間 ]〕 年 女性 ⑳74 46 3 年 ご と の 公表 
3 | 喫煙 率 % 822.6 3 年 ご と の 公表 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
eee 基準 年 [ ] 績 値 [R2] 比 隊 
Oe eae 
ここ ろ や か ら だ が ーー = 
健康 だ と 感じ ます か 1 =) 
。 .15 上 昇 
基準 年 [ ] 績 値 [R2] 比 隊 
余暇 が 充実 し てい る ンー a 


ve 3.09 2.93 低下 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


= 二 人 一 att 
OD 家族 ・ 子 育て 
家族 の 形 に 応じ た つなが りや 支え 合い が 育ま れ 、 
また 、 安 心して 子育て を する こと が で きる 岩手 






実感 間 「 家 族 関係 」、「 子 育て 」 は 、 と も に 横ばい と な り ま し た 。 


SR) 「 男 性 の 家事 時 間 割 合 ] は IA| 、「 総 実 労働 時 間 」 は |B| 、「 合 計 特殊 出生 率 ]」 は ID| と な り 
まし た 。 






































[ 取組 状況 ] 
ck 





Ni 


ae) 
ae 





産後 ケア 事業 親子 体験 活動 (野外 炊事 ) いわ て 親子 フェ ステ ィ バ ル 


退院 直後 の 母子 に 心身 の ケア や 育児 の サポ ー ト 子ども た ちの 豊か な 体験 活動 の 充実 の た め 、 県 「 家 庭 ]」 に お ける 対話 や ふれ あい を 深め る 機会 と 
等 を 行う 「 産 後 ケア 事業 ] の 実施 市 町 村 の 拡大 立 青 少年 の 家 に お いて 親子 体験 活動 事業 を 実施 し て 、 親 子 で 楽し め る イベ ント を 開催 し まし た 。 
に 取り 組み まし た 。 し まし た 。 
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青少年 を 非行 被害 か ら 守 る 
県 民 大 会 


いわ て 働き 方 改革 AWARD2020 犬 猫 の 譲渡 会 
































青少年 へ の 理解 を 深め 、 非 行 ・ 被 害 防止 活動 を 「 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 を 全 県 的 に 展開 動物 愛護 団体 等 と 連携 し た 譲渡 会 の 開催 に よ 
推進 する た め 、 青 少年 育成 に 取り 組む 関係 団体 する た め 、「 い わ て 働き 方 改革 AWARD2020] り 、 飼 い 主 に 返還 され な か っ た 動物 に つい て 、 
等 と 連携 し て 県 民 大 会 を 開催 し まし た 。 を 開催 し 、 優 良 企業 等 を 表彰 し まし た 。 新しい 飼主 へ の 譲渡 を 実施 し まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


〇 結婚 サポ ー ト セン ター 「 | - サポ ] に お ける マッ チン グ 支 援 や 新規 会 員 の 確保 に 向け た 取組 を 推 
進 し ます 。 

〇 安心 し て 子ども を 生み 育て る こと が で きる よう 、「 い わ て 子育て 応援 の 店 」 の 登録 促進 や 保育 士 
の 確保 等 に 取り 組む ほか 、 市 町 村 に お ける 産後 ケア 事業 等 の 実施 や 計画 的 な 施設 整備 の 促進 に 
取り 組み ます 。 

〇 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 を 踏ま えた テレ ワー ク の 導入 を 含む 企業 の 働き 方 改革 の 取組 
に つい て 一 層 支 援 し 、 働 きやすい 職場 づく り を 推進 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
家族 ・ 子 育て 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





B © い わ て 幸福 関連 指標 7 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 5 指標 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 (71%) 、 達 成 度 D の 指標 が 2 指標 (29%) で し た 。 


O この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 家 族 関係 ] が 横ばい 、[「 子 
育て ] が 横ばい と な り ま し た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 健 全 で 自立 し た 青少年 を 育成 す 
る 取組 や 、 動 物 の いのち を 大 切 に する 社会 づく り の 取組 が 進 
み ま し た が 、 安 心して 子ども を 生み 育て られ る 環境 づく り の 取 
組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て いま す 。 


⑥ この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 市 町 村 に お いて 
妊産婦 を 総合 的 に 支援 する 体制 づく り が 進め られ て いる な ど 、 
県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し まし た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


現状 値 28 年 度 。 実績 値 ene 参考 ) 全 男 順 位 ( 東 北 順 位 ) 
(R1) 度 


(ll29) 目標 値 目標 人 




















a H29 RI 
12 | 合計 特殊 出生 率 1.47 1.58 1.51 135| D i he pe 
13 Phe aa aa A 178 0 97 175| D の he bes 
14) Begomamss | * | 2637; 640 640| 704 A Mm | ae | (ay 
15 | 総実 労働 時 間 ( 年 間 ) 時 間 | 1.8588| 17208| 1,8036| 18120|B He nile ne 
16 A % 34.2 40.0 37.0 41.3| A 
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现状 值 


計画 


年 度 


参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 




























































































実績 値 
目標 値 Bee 達成 度 
(H29) 。 7R2 。 (Rm RD) H29 RT 比較 
17 犬 98.0 99.0 98.4 100.0 A 
犬 、 猫 の 返還 ・ 譲 渡 率 % 
18 猫 93.5 96.8 94.8 98.8 A 
※ 女性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 
【 参 考 指標 】 
調査 項目 単位 现状 值 (H29) R1 の 値 備考 
4 | 待機 児童 数 〔10 月 1 日 時 点 ) 人 681 467 一 
5 | 共働き 男性 の 家事 時 間 分 100 128 ー 
6 | 共働き 女性 の 家事 時 間 分 292 314 三 
a... ; 男性 26.16 = 5 年 ご と の 公表 
8 うー っ ° 女性 @13.07 = 5 年 ご と の 公表 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
に 実感 平均 値 
家族 と 良い 関係 が 基準 年 [H31] 実績 値 [R2] 
と れ て いる と | 
= ゃ 了 
感じ ます か 3.84 3.86 横ばい 
実感 平均 値 
基準 年 [H31] 績 値 [R2] ke 
Ss 実績 値 [R2 
子育て が し や すい と コピ a 
感じ ます か 


3.08 


3.07 


横ばい 
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自分 の 夢 を 実現 で きる 岩手 


県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


SB 「 子 ども の 教育 」 は 、 横 ば いと な り ま し た 。 
指標 間 「 意 欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学ば ぼう と する 児童 生徒 の 割合 」 は 小学 生 ・ 中 学生 と も |A| 、「 体 力 ・ 
運動 能力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の 割合 」 は 小学 生 女子 と 中 学生 は 男女 と も |B | 、 小 学生 男 
子 は |D」、「 高 卒 者 の 県 内 就職 率 ] は |B|、「 自 己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 」 は 小学 生 ・ 






































ICT 機 器 の 整備 








主体 的 ・ 対 話 的 で 深い 学び の 実現 に 向け た 授業 
改善 を 図る た め 、 県 立 学校 に 大 型 提示 装置 等 の 

















中 学生 と も ID| と な り ま し た 。 


[ 取組 状況 ] 


学び や 人 づく り に よっ て 、 将 来 に 向かっ て 可能 性 を 伸ばし 、 


高校 総体 代替 大 会 の 開催 


高校 総体 の 中 止 を 受け 、 そ の 代替 大 会 と し て ウ 


エイ トリ フ テ ィ ング 競技 は 、「 全 国 








1CT 機 器 を 整備 し て いま す 。 





高校 生 と の 協 働 に よる 橋梁 点検 


考 朽 化 が 進む 橋梁 に つい て 、 高 校生 と の 協 働 に 
よる 橋梁 点検 に 取り 組ん で いま す 。 
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高等 学校 ウエ 


イト リフ ティ ング 競技 通信 記録 会 岩手 県 大 会 」 


と し て 開催 し まし た 。 





アス リー ト の 競技 カ 














国内 大 会 や 国際 大 会 等 で 活躍 す 
リー ト の 競技 力 の 向上 を 図る た め 

















向上 


る 本 県 の アス 








、 競 技 団体 な 











ど に 対し 遠征 費 な ど を 支援 し まし た 。 






























Ke 


いわ て で 輝く 若手 人 財 PR 動画 





高校 生 等 を 対象 に 、 県 内 製造 業 と そこ で 働く 若 
手 社員 を 紹介 する 動画 を 作成 し 、 授 業 等 で 活用 
し まし た 。 





大 学 等 に お ける 
県 内 企業 紹介 キャ ラバ ン 
県 内 企業 が 県 内 の 大 学 等 を 訪問 し て 企業 紹介 





や 学生 と の 交流 を 図る キャ ラバ ン を 実施 し ま 
し た 。 


今後 の 取組 方 向 


〇 対話 的 な 学び を 通じ て 児童 生徒 が 自分 の 考え 等 を 評価 する こと が で きる 授業 づく り 、 学 校 教 
育 全 体 を 通じ た 道徳 教育 や 人 権 教育 等 、 運 動 (遊び ) や スポ ー ツ に 親 し お 習慣 を 身 に 付け る た 
め の 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連携 ・ 協 働 し た 取組 な ど を 推進 し ます 。 

〇 児童 生徒 が 自己 の 在り 方 や 生き 方 を 考え る た め 、 多 様 な 体験 活動 の 推進 や キャ リア 教育 の 質 
の 向上 と 充実 に 取り 組み ます 。 


〇 大 学生 等 の 地元 定着 の 促進 の た め 、 高 等 教育 機関 や 地元 企業 、 関 係 団体 と 連携 し 、 県 内 の 
大 学生 等 に 対し 県 内 企業 の 魅力 を 伝え て いく 取組 等 を 推進 し ます 。 

〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に つい て は 、 1CT の 活用 等 に より 、 学 校 の 休業 時 な ど に 学び 
を 保障 で きる 環境 の 整備 を 推進 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
教育 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





B © いわ て 幸福 関連 指標 18 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 9 指 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 標 (50%) 、 達 成 度 D の 指標 が 9 指標 (50%) で し た 。 


@⑥ こ の 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 子 ども の 教育 ] は 横 ば 
いと な り ま し た 。 


この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 共 に 学び 、 共 に 育つ 特別 支援 
育 の 取組 が 進み まし た が 、 高 等 教育 機関 連携 し た 地域 づく 

り ・ 人 づく り の 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て いま す 。 
18 指標 この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 名 学校 で は 、 そ 
一 れ ぞ れ の 実情 に 応じ た 教育 の 充実 が 図ら れ 、 家庭 ・ 地 域 ・ 関 
係 機関 ・ 団 体 等 と 連携 し た キャ リア 教育 等 や 人 材 育成 が 行わ 
れる な ど 、 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し まし た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 
































: 計画 年 度 4 参考 ) 全 国 順 位 (東北 順位 ) 
現状 値 目標 値 目標 値 実 順 値 ”过 成 度 RG 
(H29) (R1) 
| H29  R1 比較 
19 | 議決 を 持っ て 自ら 進ん で 小 ⑳80.9 84.9 81.9 82.1, A 
学 ぼ うと する 児童 生徒 の | % 
aa 
20 | #6 中 ⑳⑩77.2 81.2 78.2 78.4| A 
eS eee 小 80.7 84.7 81.7 78.9| D 
め た り 広 げた り し て いる | % 
lSszA-4 里 | 全 
a9 | 草 生 徒 の 割合 中 ⑩80.0 84.0 81.0 778| D 
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現状 値 计 画 年 度 sere 参考 ) 全国 順位 (東北 順位 ) 

































































































































































目标 值 目标 值 達成 度 
(H29) (R1) 
(R4) (R1) H29 R1 比較 
23 小 ⑳66 70 67 69| A 
人 が 困っ て いる と き は 、 
24 | 進ん で 助け よう と 思う 児 | % 中 6064 68 65 65| A 
童 生徒 の 割合 
25 高 @57 61 58 49| D 
26 小 ⑳⑩82.3 85.0 83.0 80.5| D 
自己 青 定 感 を 持つ 児童 生 | 。 
徒 の 割合 a 
27 中 6076.9 80.0 77.0 72.6| D 
小男 子 14 位 9 位 a 
ae 73.6 Can 70 731) D | cry | et | co) 
小 女子 9 位 10 位 人 
29 83.0 83.0 82.2| B 7 fre 
上 の 児童 生徒 の 割合 ? a 二 
中 男子 7 位 7 位 » 
30 777 78.0 78.0 7) B | 0 向 | at | は ) 
中 女子 8 位 12 位 る 
引 913 91.5 ale 90.0) B | 0 向 | 0 向 | は) 
特別 支援 学校 が 適切 な 指 
32 | 導 ・ 支 援 を 行っ て いる と | % ー 68.0 62.0 62.0| A 
感じ る 保護 者 の 割合 
Ni 6 39 位 
33 | 高卒 者 の 県 内 就職 率 % 65.8 84.5 84.5 68.5| B GM 一 一 
34 小 86.5 88.0 86.7 84.6| D 
将来 の 夢 や 目標 を 持っ て | 。 
いる 児童 生徒 の 割合 
35 中 673.2 76.0 74.0 73.1| D 
36 県 内 大 学 等 卒業 者 の 県 内 % 45.3 51.5 48.5 43.8| D (1 位 ) (2 位 ) (%) 
就職 率 
【参考 指标 
調査 項目 単位 现状 值 (H29) R1 の 値 備考 
9 小 国語 G⑳42 34 一 
10 小 算数 G50 48 一 
学力 が 準 未満 の 児童 生徒 の 割合 % 
4 学力 が 全国 水準 未満 の 児童 生徒 の 割合 6 eae vr = 
12 中 数学 ⑳54 53 一 
13 小 3.4 一 一 
14 | 不 登校 児童 生徒 数 [ 千 人 当たり 〕 人 中 25.9 一 一 
15 高 13.1 一 一 


























[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実 感 の 状況 ) ] 


調査 項目 実感 平均 値 
子ども の た め に な る 基準 年 [H31] 実績 値 [R2] 
教育 が 行わ れ て 


いる と 感じ ます か 3.10 3.09 横ばい 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 





不便 を 感じ な いで 日 常 生 活 を 送る こと が で き 、 
また 、 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 


助け 合っ て 暮らす こと が で きる 岩手 







実感 記 「 住 まい の 快適 さ 」 は 横ばい 、「 地 域 社 会 と の つなが り 」 は 低下 し まし た 。 
指標 記 「 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 」、「 地 緑 的 な 活動 へ の 参加 割合 ] は 、 と も に |D」 と な り ま し た 。 




















岩手 型 住宅 の 普及 の 取組 


岩手 型 住宅 の 普及 の た め 、 地 球 温暖 化 に 関す る 
イベ ント で 窓 ガ ラス の 断熱 性 の 違い を 体験 する 
パネ ル 展 示 を 行い まし た 。 





し し 
と 


いわ て 移 信 


week” 


オン ライ ン イ ベン ト 

「 い わ て 移住 week」 
33 市 町 村 、 企 業 33 社 が 参加 し 、33 時 間 に わ た っ 
て いわ て の 暮らし と 仕事 を 発信 する オン ライ ン イ 
ベン ト を 開催 し まし た 。 








[ 取組 状況 ] 


公共 交通 機関 に お ける 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 防止 策 
公共 交通 機関 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 
症 対策 に 要する 経費 に 対し て 補助 を 行い まし た 。 




















me ュー 


TT a. 
ee . 









岩手 県 と 中 国 ・ 雲 南 省 の 
友好 交流 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 に 伴い 、 相 互 
派遣 交流 は 中 止 に な っ た た め 、 オ ン ラ イン 交流 
や 雲南 省 の 文化 等 に 関す る 企画 展示 を 行い ま 
し た 。 











地域 お こし 協力 隊 


地域 お こし 協力 隊 が 円 滑 に 活動 で きる よう 、 ス 
キル アッ プ や ネッ トワ ー ク づく り の 支援 等 を 行っ 
て いま す 。 








スポ ー ツ 大 会 の 誘致 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 予防 策 を 講じ な が 
ら 、 ス ポー ツク ライ ミン グ 第 33 回 リー ドジ ャ 
パン カッ プ を 無 観客 で 開催 し まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


〇 良質 な 住宅 の 普及 や 空き 家 の 利 活用 の 促進 、 水 道 の 広域 連携 の 促進 や 効率 的 な 活水 処理 施設 の 
整備 な ど 快適 な 居住 環境 づく り に 取り 組み ます 。 

〇 持続 可能 な コミ ュ ニ ティ づく り に 向け 、 市 町 村 と 連携 し 、 先 駆 的 な 活動 に 取り 組む 地域 コミ ュ ニ 
ティ 団体 の 認証 、 地 域 運 営 組織 の 形成 促進 等 に 取り 組み ます 。 

〇 移住 希望 者 の 関心 を 喚起 する 情報 発信 や 県 外 企業 を 対象 に 本 県 に お ける テレ ワー ク 等 の 実施 に 
向け た 取組 を 推進 する な ど 、 岩 手 フ ァ ン の 拡大 と り ・ 1 ター ン の 促進 に 取り 組み ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 J 


居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





C © いわ て 幸福 関連 指標 7 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 5 指標 
(71%) 、 達成 度 D の 指標 が 2 指標 (29%) で し た 。 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 @⑥ この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 住 まい の 快適 さ ]」 が 横 


ぱい 、「 地 域 社会 と の つなが り 」 が 低下 し まし た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 海 外 の 多様 な 文化 を 理解 し 、 共 
に 生活 で きる 地域 づく りや 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 生か し た 地 
域 づ くり の 取組 が 進み まし た が 、 つ な が りや 活力 を 感じ られ る 
地域 コミ ュ ニ ティ を 守り 育て る 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ 
て いま す 。 

@⑥ この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 市 町 村 に お いて 、 
地域 お こし 協力 隊 等 に よる 、 地 域内 の 自発 的 な 活性 化 に 向け 
た 取組 が 行わ れる な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 さ 
れ て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、C と 判断 し まし た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


現状 値 of FE see 全国 順位 ( 東 北 央 人 


(H29) Fee | ee || (Rt) 


























(R4) (R1) H29 R1 

37 Se ere "定住 | 人 1,091 1,757; 1,320) 1,190! D 

6 ee に 35 位 | 35 位 
38 | 污水 如 理 人 口 普及 率 % 80.8 86.5 82.7 826MM fea | cm | (っ) 

三 セ ク 鉄 道 ・ バ ス の 一 人 
it 回 17.5 17.5 17.5 16.1 B 
40 Soo wee % 36.9 43.0 39.0 357, D 

在留 外国 人 数 (10 万 人 当 45 位 | 45 位 $ 
yy 人 5270| 7486| 6126 661.3) A | | go | (a) 
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现状 值 


(H29) 


計画 
目标 值 


年 度 
目标 值 


実績 値 
(R1) 


達成 度 


参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 





(R4) 


CAD) 


H29 R1 比較 













































































文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入 
42 | 場 者 数 (文化 施設 入場 者 | FA 168 ③176 ⑳170 185| A 
数 )% 
文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入 
43 | 場 者 数 (スポ ー ツ 施設 入 | 万 人 805 806 806 757 B 
場 者 数 ) *? 
※1 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 で 行う 自主 催事 入場 者 数 
※2 県 及び 県 内 市 町 村 の 公立 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 施 設 入場 者 数 
【参考 指标 】 
调查 项 目 単位 現状 値 (H29) R1 の 値 備考 
16 | 三 セ ク 鉄 道 ・ バ ス の 年 間 利用 者 数 万 人 2,195 1,978 = 
17 | 持ち 家 比 率 % 68.9 一 5 年 ご と の 公表 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
実感 平均 値 
eae: 基準 年 [H311] 績 値 [R2] 比較 
ins 
住ま い に 快 適さ を _ 7 
adil 3.04 3.29 
や Y 
し : 横ばい 
調査 項目 実感 平均 値 
地域 社会 と の 基準 年 [H31] 実績 値 [R2] 
つなが り を 
感じ ます か 了 .35 3.16 低 下 
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県 民 の 幸福 度 


cin 
@ #2 


災害 を は じ め と し た 様々 な リス ク へ の 備え が あり 、 


事故 や 犯罪 が 少な く 、 


安全 で 、 安 心 を 実感 する こと が で きる 岩手 


の 向上 に 向け た 


県 の 取組 や 成果 


実感 記 「 地 域 の 安全 」 は 、 低 下 し まし た 。 


OE) [刑法 犯 認知 件 数 」 は 
と な り ま し た 。 








A 











B 








、「 自 主 防災 組織 の 組織 率 ]」 は 








| 





ーー 
ス 


父 


D 








通 事故 発生 件 数 ]」 は 












[ 取組 状況 J 





自主 防災 組織 活性 化 
モデ ル 事 業 
自主 防災 組織 の 活性 化 に 向け 、 モ デル 地区 を 選 











安全 安心 まち づく り 県 民 大 会 


犯罪 の な い 安全 で 安心 な まち づく り に つい て 、 県 





定 し 、 地 区 の 防災 上 の 課題 を 「 見 える 化 ] する 
ワー クシ ョ ッ プ を 開催 し まし た 。 











消費 者 見 守り 体制 促進 研修 


高齢 者 等 を 消費 者 被害 か ら 守 る た め 、 介 護 ・ 福 
祉 関係 者 等 を 対象 に 、 高 齢 者 等 の 消費 者 被害 の 
現状 、 被 害 の 予防 や 早期 発見 ・ 救 済 の 方 法 等 に 
関す る 研修 を 実施 し まし た 。 
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民 の 関心 と 理解 を より 一 層 深 め る と と も に 、 更 な 
る 活動 を 促進 する た め 、 県 民 大 会 を 開催 し まし た 。 








飲食 業 等 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 の 感染 防止 対策 の 支援 


飲食 業 等 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 
感染 防止 対策 と し て 、 生 活 衛生 営業 指導 セン 
ター を 中 心 に 、 感 染 拡 大 予防 ガイ ドラ イン に 対 
応 し た モデ ル 店 舗 を 整備 ・ 選 定 し 、 同 業種 の 営 
業者 を 対象 と し た 現地 勉強 会 を 開催 し まし た 。 

















シグ ナル ・ ス トッ プ 広 報 


毎週 水曜 日 を 一 斉 活動 日 と し て 、 信 号 待ち ドラ 
イ バ ー に 声 か け 、 チ ラ シ 配 布 等 の 交通 安全 指導 
を 行う 街頭 活動 を 推進 し まし た 。 




















ICAT に よる 
PPE( 個 人 用 防護 具 ) 研 修 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の まん 延 防止 の た 


め 、 
人 ( 
着 に 


医療 機関 等 に 対し いわ て 感染 制御 支援 チー 
ICAT) に よる PPE (個人 用 防護 具 ) の 装 
関す る 研修 を 実施 し まし た 。 































今後 の 取組 方 向 


〇 人 材 育 成 等 を 通じ て 、 自 主 防災 組織 の 組織 化 や 活性 化 を 図る と と も に 、 消 防 団 に 対す る 支援 の 
充実 な ど に より 地域 コミ ュ ニ ティ の 防災 力 強 化 に 取り 組み ます 。 

〇 県 民 の 防犯 意識 の 高揚 、 犯 罪 の 発生 状況 に 応じ た 対策 の 推進 や 関係 機関 な ど と 連携 し た 防犯 活 
動 な ど に 取り 組む と と も に 、 子 ども や 高齢 者 の 歩行 者 が 被害 に 遣わ な いた め の 街頭 活動 や 参加 ・ 
体験 型 の 交通 安全 指導 の ほか 、 高 齢 運転 者 の 交通 事故 防止 を 推進 し ます 。 

〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 は 、 迅 速 に 岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 を 設置 し 、 
ICAT (いわ て 感染 制御 支援 チー ム ) を 医療 機関 等 に 派遣 する 等 、 引 き 続き 関係 機関 と 連携 し 
た 感染 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 を 推進 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
安全 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





C © いわ て 幸福 関連 指標 4 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 3 指標 
(75%) 、 達 成 度 D の 指標 が 1 指標 (25%) で し た 。 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 @⑥ この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 地 域 の 安全 」 が 低下 し 


まし た 。 


生 _ この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 し 、 地 域 
に 根ざし た 食 育 や 感染 症 に よる 脅威 か ら 一 人 ひと り の 暮らし 
を 守る 取組 が 進み まし た が 、 事 故 や 犯罪 が 少な く 、 安 全 ・ 安 
心 に 暮らせ る まち づく り の 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て い 
ます 。 


O この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 市 町 村 に お いて 
防災 士 資格 の 取得 を 促し 、 自 主 防災 組織 の 中 核 を 担う 人 材 の 
育成 に 取り 組む な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され 
て いま す 。 


OQ 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、C と 判断 し まし た 。 




















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 














6 計画 年 度 参考 ) 全国 順位 順位 
目標 人 目標 値 ls 達成 度 考 ) 全 国 順 位 (東北 順位 ) 

(R4) (R1) H29 

27 位 
44 | 自主 防災 組織 の 組織 率 | % 86.9 90.0 88.1 879 B | (oes) ー 一 
法 犯 認 = 2 位 2 位 っ 
ey RAR AS) を | gzze| zo| 26 92.471 A | Ge | 6 | は) 
交通 事故 発生 件 数 〔 千 人 2 位 6 位 ト 
46 | ぶた り ) 件 1.58 1.20 1.47 159 D im | om | cay 
食中毒 の 発生 人 数 (10 30 位 3 位 っ 
47 | 万 人 当たり ) 人 ee ee ee 23) A em | cm | (a) 









































第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 42 


[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実 感 の 状況 ) ] 


wen 実感 平均 値 
お 住ま い の EA 
地域 は 安全 だ と 


感じ ます か 3.82 3.66 低下 


EE 
岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 図 


















































いわ て 県 民 計画 に お いて は 、 県 民 や 岩手 県 に 関わ る 人 々 の 幸福 を 守り 育て る た め 、10 の 政 
策 分 野 を 設定 する と と も に 、 そ れ ぞ れ に 「 い わ て 幸福 関連 指標 」 を 設定 し て 取組 を 展開 する こ 
と と し て いま す 。 

この 10 の 政策 分 野 や いわ て 幸福 関連 指標 の 設定 に 当たっ て は 、 県 民 の 「 幸 福 」 に つい て 的 


確 に 把握 する 方 法 を 研究 する た め に 設置 し た 「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 研究 会 ] に お いて 示さ 
れ た 「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 の 体系 ] を も と に 検討 が 進め られ まし た 。 





aM A 


(SAwiRS) 
ek 身近 な 人 の 幸福 
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【 参 照 】「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 研 究 会 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


@ 仕 事 ・ 収 入 


農林 水産 業 や も の づく り 産 業 な どの 
活力 ある 産業 の も と で 、 安 定 し た 雇用 が 確保 され 、 
また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら れる 仕事 に つく こと が で きる 岩手 










実感 間 「 仕 事 の や り が い 」、「 必 要 な 収入 や 所 得 」 は 、 と も に 低下 し まし た 。 


ee” 「 一 人 当たり 県 民 所 得 」、「 総 実 労働 時 間 【 再 掲 】」、「 高 卒 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 】】 は | B |、 
「 正 社員 の 有効 求人 倍率 ] は ID| と な か り ま し た 。 






























[ 取組 状況 J 














就職 マッ チン グ サ イト _ 、 ee atl = 
ete ee tee = へ ヘルス テッ ク ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ ハ ブ 「 買 うな ら 岩 手 の も の 運動 
「 シ ゴト バク ラ シ バ いわ て 」 の 運用 9 te 
魅力 ある 企業 情報 を 発信 する と と も に 、5,000 "ヘルス ケア 産業 の 集積 拠点 施設 「 ヘ ルス テッ ク ・ 買っ て 、 食 べ て 地域 を 元気 に 応援 キャ ン ペ ー ン 
件 以上 の 求人 情報 を 掲載 し 、 求 職 者 と 企業 の "イノ ベー ショ ン ・ ハ ブ 」 を 開所 し 、 産 学 連 携 に 。 を 展開 し 、 コ ロナ 褐 に お ける 県 産品 の 消費 拡大 
マッ チン グ を 支援 し て いま す 。 よる 新 製品 開発 を 推進 し て いま す 。 に 取り 組み まし た 。 





「 い わ て 果実 」 


° 米 百 海 月 y だ = 


県 民 参加 の 森林 づく り 促進 事業 


サケ ・ マ ス 類 の 海面 養殖 を 推進 する た め 、 県 内 生産 者 ・ パ ティ シ エ 等 を 対象 に 、 県 産 果 実 の 活 いわ て の 森林 づく り 県 民 税 を 活用 し 、 地 域 住 
各地 で 漁業 協同 組合 等 が 行う 実証 試験 を 支援 し 用 や 食材 と し て の 魅力 を 学ぶ 交流 会 を 開催 し ま 民 等 が 森 を 学び 活か す た め に 取り 組む 植 載 等 
て いま す 。 し た 。 の 活動 を 支援 し まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


〇 「 い わ て で 働 こう 推進 協議 会 等 に よる 若年 者 や 女性 等 の 県 内 就職 ・ 創 業 へ の 支援 、 あ ら ゆ る 人 
が ライ フス タイ ル に 応じ た 働き 方 が で きる 環境 の 整備 を 進め る と と も に 、 地 域 の 産業 を 担う 人 材 
確保 が 必要 で ある こと か ら 、 移 住 支援 金 の 交付 や 就職 相談 等 の り ・1 タ ー ン 対策 に 取り 組み ます 。 

〇 地域 経済 の 活性 化 に 向け 、 中 小 企業 の 経営 力 向 上 の た め の 金 融 支援 、 自 動車 ・ 半 導体 関連 産業 
の 集積 の 推進 、 地 場 産業 の 経営 力 や 生産 性 の 向上 、 県 産品 の P R、 観 光 コ ン テ ン ツ の 磨き 上 げ 
や 売込み な ど に 取り 組み ます 。 

〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 、 減 少し た 航空 需要 の 回 復 に 向け 、 旅 行商 品 の 造成 支 
援 な ど に よる 国内 線 の 利用 促進 の ほか 、 農 林 水 産物 の 販路 の 開拓 ・ 拡 大 を 図る た め 、 農 林 水 産 
物 の 需要 回 復 に 向け て 取り 組み ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
仕事 ・ 収 入 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





C © いわ て 幸福 関連 指標 14 指標 は 、 達 成 度 へ A、B の 指標 が 11 
指標 (79%) 、 達 成 度 D の 指標 が 3 指標 (21%) で し た 。 


\ 関連 指標 の 達成 度 
MR @ この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 仕 事 の や り が い ]、 [ 必 


要 な 収入 や 所 得 ] と も に 低下 し まし た 。 


@⑥ こ の 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 地 域 経済 を 支え る 中 小 企業 の 振 
興 や 農林 水産 業 の 意欲 と 能力 の ある 経営 体 を 育成 する 取組 が 
進み まし た が 、 地 域 経 済 に 好 循 環 を も た ら す 観光 産業 を 盛ん 
に する 取組 に つい て は 遅れ が み ら れ て いま す 。 

14 指標 | O この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 産 学 官 金 労 で 構 

成す る 「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 ] が 、 県 内 就職 等 を 支援 

する な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、C と 判断 し ま 
し た 。 




















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 





H29 R1 比較 














48 a ee % ⑳88.7 ②90.0 @90.0 86.9| B 
= ahs > 35 位 41 位 る 
49 | 正社員 の 有効 求人 倍率 倍 0.84 1.03 0.92 0.86| D (5) (6 位 (a) 
総実 労働 時 間 (FR) 46 位 47 位 & 
50 [再掲 時 間 1.858.8| 1,720.8] 1,803.6) 1.812.0| B (54) (64) (a) 
a : 。 13 位 23 位 る 
51 | 完全 失業 率 % 2.1 1.6 1.9 2.1| D (2407) GEM (=) 
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参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 




































































































































































H29 R1 
高卒 者 の 県 内 就職 率 39 位 
52 | 【再 揭 ] % 65.8 84.5 84.5 68.5| B (Str) 
従事 者 一 人 当たり の 付加 38 位 41 位 oY 
53 価値 額 FA @5,983| ③6,164| 5,983 5,727| B (Attn) (5 人 め (*) 
<※2 o 44 位 40 位 a 
54 | 開業 率 % @3.2 ③3.5 33.2 3.2| A (5 位 (344) a 
従事 者 一 人 当たり の 製造 38 位 32 位 a 
55 | 品 出 荷 客 百 万 円 ⑳27.8 ③29.2 628.4 31.0 A (atin) (34) ae 
56 | 観光 消費 客 億 円 1.816.4| 2.028.1| 1.901.1| 1.754.6| D (5 位 ) = 一 
農業 経営 体 一 経営 体 当 た 
57 | | nmaeere wien FA | ⑳3.990| ③4.510| 44,190 4.601| A 
林業 就業 者 一 人 当たり の 
58 | 玉 材 生産 産出 額 二 月 | ⑳4.450| ③4,560| 404,490 5.030| A 
漁業 経営 体 一 経営 体 当 た 
59 | り の 海面 漁業 ・ 養 殖 業 産 | FA | @4,340| ③4,540| 4,420 4,833| A 
出 額 
60 | 農林 水産 物 の 輸出 額 億 円 28.2 36.0 31.1 36.7| A 
グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 交 
61 sag FAG 1,156 1,216 1,180 1,184 
※1 全国 を 100 と し た 標準 ※2 雇用 保険 が 新規 に 成立 し た 事業 所 の 比率 
【 参 考 指標 】 
調査 項目 単位 ry (PS)) R1 の 値 備考 
18 | 非 正規 職員 ・ 従 業 員 率 % 35.7 一 5 年 ご と の 公表 
19 | 雇用 者 一 人 当たり 雇用 者 報酬 FA @4,037 一 一 
20 | 現金 給与 総額 [5 人 以上 、 毎 月 ] 円 277,009 280,218 一 
21 | 農業 産出 額 億 円 @2,609 802,727 一 
22 | 林業 産出 額 FAA @2,015 601,968 一 
23 | 漁業 産出 額 千 万 円 @3,605 603,788 一 
24 | 製造 品 出 荷 額 億 円 ⑳23,717 6027 ,272 一 
25 | も の づく り 関 連 分 野 の 製造 出荷 額 億 円 @15,964 018,647 = 
26 | 食料 品 製 造 出荷 客 億 円 @3,660 603,870 一 
27 | 水産 加工 品 製造 出荷 客 億 円 ⑳729 732 一 
28 | 事業 所 新設 率 % @~G®16.7 一 一 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
9 基準 年 [H31] [R2] 
仕事 に や り が い を a" 1 
me 3.04 了 .38 
| 1 低下 
調査 項目 実感 平均 値 
必要 な 収入 や 基準 年 [H31] 実績 値 [R2] 
所 得 が 得 ら れ て 


いる と 感じ ます か 2.65 2.56 低下 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


人 歴史 ・ 文 化 


豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぎ 、 
愛着 や 誇り を 育ん で いる 岩手 








実感 記 「 歴 史 ・ 文 化 へ の 誇り ] は 、 横 ば いと な り ま し た 。 
ee 「 世 界 遺産 等 の 来訪 者 数 」 は |B| 、「 国 ・ 県 指定 文化 財 件 数 」 は |C| と な り ま し た 。 

































[ 取組 状況 ] 















































縄文 遺跡 群 世界 遺産 se 
5 7 遺産 「 平 遺 FURS 
登録 推進 フォ ー ラ ム 世界 遺産 「 平 泉 」 世界 遺産 出前 授業 
北海 道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺跡) 世界 遺産 「 平 泉 」 の 適切 な 保存 管理 を 推進 し て 児童 生徒 が 世界 遺産 に 対す る 理解 を 深め られ る 
の 世界 遺産 登録 を 推進 する た め 、 縄 文 遺跡 群 世 いま す 。 よう 、 世 界 遺 産 の 出前 授業 を 実施 し まし た 。 








界 遺産 登録 推進 フォ ー ラ ム を 開催 し まし た 。 
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文化 財 の 活用 事例 の 
情報 発信 
世界 遺産 の 理解 増進 を 図る た め 、 橋 野 鉄鉱 山 世 新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 の 影響 に より 来場 で 歴史 的 建造 物 や 史跡 公園 な どの 文化 財 を 、 会 
界 遺産 登録 5 周年 記念 シン ポジ ウム を 開催 し ま 。 な い 人 も 、 発 表 ・ 鑑 賞 で きる よう 、 リ モー ト 出 演 議 や イベ ント な どの 会 場 (ユニ ー ク ベニ ュー) 
し た 。 や ライ ブ 配 信 等 を 取り 入れ 「 岩 手 県 民俗 芸能 フェ と し て 、 地 域 活性 化 等 に 活用 し て いる 事例 を 
ステ ィ バ ル 」 を 開催 し まし た 。 ホー ムペ ー ジ で 情報 発信 し まし た 。 





橋 野 鉄鉱 山 世界 遺産 登録 
5 周年 記念 シン ポジ ウム 


岩手 県 民俗 芸能 フェ ステ ィ バ ル 













































































今後 の 取組 方 向 


〇 世界 遺産 の 新規 ・ 拡 張 登録 、 世 界 遺産 を 核 と し た 関連 文化 遺産 ネッ トワ ー ク に よる 人 的 ・ 文 化 的 
交流 に 取り 組み ます 。 
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〇 国 、 県 指定 文化 財 の 調査 等 に 要する 時 間 を 短縮 し 、 円 滑 な 指定 を 図る た め の 取 組 を 推進 し ます 。 


〇 民俗 芸能 の 鑑賞 ・ 発 表 の 場 の 確保 、 伝 統 文化 の 保存 ・ 継 承 、 ホ ー ム ペー ジ 等 に よる 伝統 文化 の 
魅力 の 発信 に 取り 組み ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


歴史 ・ 文 化 分 野 の 評価 結果 


B 





いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 





評価 の 説明 


いわ て 幸福 関連 指標 3 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 2 
指標 (67%) 、 達 成 度 C の 指標 が 1 指標 (33%) で し た 。 


この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 歴 史 ・ 文 化 へ の 誇り ] 
が 横ばい で し た 。 


この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 世 界 遺 産 の 保存 と 活用 や 、 
伝統 文化 が 受け 継が れる 環境 を つく り 交 流 を 広げ る 取組 
が 進み まし た 。 


この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、「 北 海道 ・ 北 
東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺跡 )) の 世界 遺産 登録 に 向 
けた 適切 な 保存 管理 や 機運 醸成 の 取組 が 推進 され て いる 
ほか 、 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 等 に お いて 、 民 俗 芸 能 の 継承 活 
動 が 行わ れ て いる な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推 
進 さ れ て いま す 。 


以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し ま 
し た 。 











[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 





























計画 年度 参考 ) 全 国 順 位 ( 東 北 順位 
aoe | cee | cae | A! eae Oo SRE 
62 | 世界 遺産 等 の 来訪 者 数 TFA 927 950 927 885 
31 位 30 位 a 
63 | 国 、 県 指定 文化 財 件 数 件 G9565 581 569 568 (3 位 ) (3 位 ) (=>) 
民俗 芸能 ネッ トワ ー ク 加 
64 明 団 体 数 团体 396 396 396 405 


























[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 


調査 項目 実感 平均 値 
地域 の 歴史 や 実績 値 [R2] 
文化 に 誇り を 二 
三 3.28 3.25 横ばい ぃ 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


自然 環境 


一 人 ひと り が 恵まれ た 自然 環境 を 守り 、 
自然 の 豊か さと と も に 暮らす こと が で きる 岩手 













28 「 自 然 の 豊か さ 」 は 低下 し まし た が 、 依 然 と し て 高い 水準 に あり ます 。 


指標 記 「 ハ ヤ チ ネ ウ ス ユキ ソウ 個体 数 」、「 自 然 公 園 の 利用 者 数 」、「 再 生 可 能 エ ネル ギー に よる 電力 
自給 率 ]、 は |A| 、「 イ ヌ ワ シ つ が い 数 」 は |B| と な り ま し た 。 




































[ 取組 状況 ] 





Es = 

on ジオ 発見 ! 見 て 、 触 れ て 、 食 べ て ! 
“> 自 状 況 調査 ヽ 7 

希少 野生 植物 の 生息 状況 調査 いわ て の 森林 の 感謝 祭 三陸 鉄道 で めぐ る 旅 


早 池峰 山 に 生息 する 希少 な 高山 植物 の 生息 状況 県 民 参加 に よる 森林 づく り を 推進 し 、 森 林 の 恵 地域 と ジオ パー ク の 関わ り に つい て 理解 を 促進 す 
の 調査 を 行い まし た 。 み に 感 謝 す る 行事 と し て 、 植 樹 や 育 樹 活動 を 行 る た め 、 久 慈 市 ・ 田 野 畑 村 の ジオ サイ ト を 見 学 ・ 
いま し た 。 体験 する ツア ー を 開催 し まし た 。 















































気候 変動 チャ レン ジフ ェ ス タ 
2020 


秋 の 海 ご み ゼ ロウ ィ ー ク in 岩手 で きる こと か ら ECO ア クシ ョ ン ! 





宮古 市 浄土 ヶ 浜 な ど 沿岸 3 か 所 で 海岸 清掃 活動 温暖 化 防 止 いわ て 県 民 会 議 の 事業 者 部 会 に お い 気候 変動 や 地球 温暖 化 問 題 に 対し 、 未 来 の た 
を 行い 、 プ ラス チッ ク 類 等 の 海洋 ご み 対 策 へ の て 、 エ ネル ギー 筑 要 が 高まる 冬季 の 省エネ ・ 節 め に 一 人 ひと り が で きる こと を 楽し く 学べ る イ 
協力 を 呼び か け ま し た 。 電 に 関す る 優れ た 取組 を 表彰 し まし た 。 ベン ト を 開催 し まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


〇 希少 野生 動植物 の 保護 や 野生 鳥獣 の 個体 数 管理 に 取り 組み ます 。 

〇 次 期 [岩手 県 地球 温暖 化 対 策 実行 計画 ] に 基づき 、 省 エネ ルギー 対策 の 一 層 の 推進 や 、 本 県 の 
高い ポテ ン シ ャ ル を 生か し た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 、 森 林 吸 収 源 対 策 な ど に より 、 温 室 
効果 ガス 排出 削減 策 を 総合 的 に 推進 し ます 。 

〇 ご み の 分 別 や 使い 捨て プラ スチ ッ ク の 削減 等 、3 R に 基づい た ライ フス タイ ル の 実践 に つい て 、 
市 町 村 等 と 一 体 と な っ て 普及 啓発 を 行う と と も に 、 廃 棄 物 の 発生 抑制 等 に 積極 的 な 事業 者 の 支 
援 に 取り 組み ます 。 





[ 政策 評価 の 結果 ] 
自然 環境 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 
© いわ て 幸福 関連 指標 7 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 5 
B 指標 (71%) 、 達 成 度 D の 指標 が 2 指標 (29%) で し た 。 
es この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 自 然 の 豊か さ 」 が 
し 関連 指標 の 達成 度 
aN 低下 し まし た が 、 依 然 と し て 高い 水準 に あり ます 。 


© この 了 牙 策 分 野 の 取組 状況 は 、 多 様 で 優れ た 環境 を 守り 次 
世代 に 引き 継ぐ た め の 取 組 や 、 地 球 温暖 化 防止 に 向け 低 
炭素 社会 の 形成 を 進め る 取組 が 進み まし た が 、 循 環 型 地 
域 社会 の 形成 に 関す る 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て 
いま す 。 


@⑥ この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、11 市 町 村 が 
「2050 年 二酸化 炭素 排出 量 実質 ゼロ | を 表明 し 再生 可 
能 エ ネル ギー 導入 促進 に 積極 的 に 取り 組む な ど 、 県 以外 
の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し ま 
し た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


























: 計画 参考 ) 全 国 順 位 (東北 順位 
現状 値 目標 値 目標 値 。 NE , MR 
(H29) (R1) 
(R4) (R1) H29 R1 比较 
岩手 の 代表 的 希少 野生 動 
65 | 植物 の 個体 ・ つ が い 数 ペア 29 29 29 27| B 
(イヌ ワシ つが い 数 ) 
岩手 の 代表 的 希少 野生 動 
66 | 植物 の 個体 ・ つ が い 数 株 667 667 667 1.021| A 
(ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) 
67 | 自然 公園 の 利用 者 数 * FA 466 470 470 576| A 
公共 用 水域 の BOD (生物 
68 | 化学 的 酸素 要求 量 ) 等 環 | % 99.1 99.1 99.1 98.2| B 
境 基準 達成 率 
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現状 値 sf 年 度 参考 ) 全 国 順 位 ( 東 北 順位 ) 


目标 值 目标 值 
(H29) (R4) (R1) H29 R1 














再生 可能 エネ ルギー に よ | 。 
69 | 2 語 力 自給 率 % 28.0 37.0 29.0 344, A 
1, = e 16 位 17 位 人 
70 | 一 般 廃棄 物 の 最終 処分 量 | Ft @40.6| ③35.8| 938.6 41.3| D (247) (34) (る ) 
一 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み 
Bet 14 位 17 位 る 
源 に な in 
71 Patel な る も の を 除く ) | g @501 @465 492 506| D (1 位 ) (1 位 









































※ 自然 公園 ビジ ター セン ター 等 利用 者 数 


【 参 考 指標 】 


単位 現状 値 (H29) R1 の 値 





29 | 森林 面積 割合 % @74.9 = 5 年 ご と の 公表 





[ 県 民意 識 調 査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 


実感 平均 値 
調査 項目 
自然 に 恵まれ て いる a A 


oe 4.21 4.16 低下 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


0 社会 基盤 


防災 対策 や 産業 振興 な ど 幸 福 の 追求 を 
支え る 社会 基盤 が 整っ て いる 岩手 

















指標 間 「 河 川 整備 率 ]」 は |A| 、「 緊 急 輸送 道路 の 整備 延長 」 は | B| と な り ま し た 。 














[ 取組 状況 ] 




































































いわ て Society 5.0 フ ェ ア 、 Se 
y 河川 の 改修 緊急 輸送 道路 の 整備 
-ONLINE- 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 踏ま え 、 従 平成 28 年 台風 第 10 号 に より 家屋 浸水 被害 災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 、 
来 の 集合 型 で は な く 、 オ ン ラ イン に より 最新 の が 発生 し た 宮古 市 の 刈 屋 川 で 進め て きた 河川 国道 340 号 押 角 峠 工区 な ど を 整備 し まし た 。 
ICT に 係る 展示 会 や セミ ナー を 開催 し まし た 。 改修 事業 が 完了 し まし た 。 



























































道 の 駅 「 は な まき 西南 」 住民 と の 協 働 に よる 維持 管理 女性 技術 者 と の 意見 交換 会 
令 和 2 年 8 月 7 日 に 県 内 34 駅 目 と な る 道 の 駅 。 住民 と の 協 働 に より 、 道 路 や 河川 ・ 海 岸 の 草刈 建設 業 の イメ ー ジ アッ プ に よる 入職 促進 を 図る 
「 は な まき 西南 」 一 賢治 と 光太郎 の 郷 こ が オー りや 清掃 等 の 維持 管理 に 取り 組ん で いま す 。 た め 、 女 性 技術 者 と 工業 高校 の 生徒 と の 意見 交 
プン し まし た 。 換 会 を 開催 し まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


〇 先端 技術 を 活用 し た 取組 の 推進 や 県 民 へ の 科学 ・ 情 報 技術 の 普及 啓発 行う と と も に 、 通 信 事 
業者 や 市 町 村 と 連携 し 、 情 報 通信 イン フラ の 整備 促進 に 向け て 取り 組み ます 。 

〇 国際 リニア コラ イダ ー( | LC) の 建設 候補 地 と し て 必要 と な る 受入 環境 の 整備 に 向け た 調査 検討 、 
県 内 企業 の 加速 器 関連 産業 へ の 参入 及び 受注 の 促進 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 

〇 自然 災害 か ら 県 民 の 暮らし を 守る た め 、 幹 線 道路 の 整備 な ど 災 害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク の 構 
築 、 救 急 搬送 ルー ト や 通学 路 等 へ の 歩道 整備 等 日 常 生活 を 支え る 安全 な 道 づ くり 、 社 会 資本 機 
能 維持 の た め の 施 設 の 適切 な 維持 管理 に 取り 組み ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 J 


評価 の 説明 





O い わ て 幸福 関連 指標 5 指標 は 、 達 成 度 へ A、B の 指標 が 4 
指標 (80%) 、 達 成 度 D の 指標 が 1 指標 (20%) で し た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 安 全 ・ 安 心 を 支え る 社会 資 
本 の 整備 や 生活 を 支え る 社会 資本 を 良好 に 維持 管理 し 、 
次 世代 に 引き 継ぐ 取組 が 進み まし た が 、 科 学 ・ 情 報 技術 
を 活用 で きる 基盤 を 強化 する 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 
られ て いま す 。 


O この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 国 に お いて 、 
三陸 沿岸 道路 等 高 規格 道路 の 整備 が 行わ れる な ど 県 以外 
の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し ま 
し た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 























: 計画 参考 ) 全 国 順 位 (東北 順位 
現状 値 目標 値 目標 値 。 CONE , ER 
(H29) (R1) 
(R4) (R1) H29 
モバ イル 端末 (スマ ー ト | 。 42 位 | 45 位 ba 
ES eee % 51.5 78.1 61.9 56.0| D fatty (460 (0 
73 | 河川 整備 率 % 48.9 51.3 49.3 49.3| A (1 位 ) (1 位 ) (=>) 
74 | 緊急 輸送 道路 の 整備 延長 | km = 38.1 8.2 66| B 
ae 35 位 
75 | 港湾 取扱 貨物 量 At 606 711 596 635) A 51) 一 一 
社会 資本 の 維持 管理 を 行 
76 | Seance 団体 @413 413 413 413| A 
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男女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 な どの 活躍 、 幅 広い 市 民活 動 や 
県 民 運動 な ど 幸 福 の 追求 を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 





ee” 「 障 が い 者 の 雇用 率 」、「 男 性 の 家事 時 間 割 合 【 再 掲 ]] は |A| 、「 高 齢 者 の ボラ ンティア 活動 
比率 ] は |B| 、「 労 働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 ] は ID| と な り ま し た 。 












































[ 取組 状況 J 


ォ ク み ネ いれ て 
- FOZ? 


级 的 





男女 共同 参画 の 視点 か ら の いわ て ネクス ト ジ ェ ネ レ ーション いわ て 女性 活躍 認定 企業 等 の 


防災 ・ 復 興 に 関す る 研修 フォ ー ラ ム 2020 認定 











防災 ・ 復 興 に 係る 意思 決定 の 場 へ の 女性 の 参画 若者 が 地域 の 課題 解決 や 自己 実現 を 目指 し て 、 女性 の 活躍 推進 に 向け て 積極 的 に 取り 組む 企業 
を 促進 する た め 、 男 女 共同 参画 視点 か ら の 対応 自由 な 発想 で 考え 、 話 し 合い 、 次 へ の 活動 に 撃 等 を 「 い わ て 女性 活躍 認定 企業 等 」 と し て 認定 
に つい て 理解 が 深まる よう 、 ワ ー ク ショ ッ プ を 開 げ ら れる よう 、 多様 な 分 野 で 活躍 する 若者 の 発 し まし た 。 

催し まし た 。 表 や 交流 の 場 と な か る イベ ント を 開催 し まし た 。 



































高齢 者 の 地域 活動 交流 会 及び 
各種 助成 金 説 明 会 

高齢 者 の 生き が いづ くり と 社会 貢献 活動 の 促進 農林 水産 分 野 に お ける 障がい 者 の 就労 を 促進 す 多様 な 主体 が 連携 し た 取組 へ の 理解 促進 と 参加 

を 図る た め 、 高 齢 者 の 地域 活動 交流 会 と 各種 助 "る た め 、 障 が い 福 祉 サー ビス 事業 所 と 農家 等 と 機運 醸成 の た め 、 県 民 運 動 等 の 取組 内 容 を 情報 

成金 に 係る 説明 会 を 開催 する な ど 高齢 者 団体 等 の 農 福 連携 の 取組 を 支援 し て いま す 。 発信 し まし た 。 

へ の 活動 支援 を 行っ て いま す 。 


農 福 連携 いわ て 協 働 プ ラ ザ 





















































今後 の 取組 方 向 


〇 いわ て 女性 活躍 企業 等 認定 制度 の 更 な る 普及 や 女性 活躍 に 向け た 研修 会 等 の 実施 を 通じ た 女性 
が 活躍 で きる 職場 環境 づく りや 、 若 年 女性 の 県 内 定着 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
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〇 委員 の 改選 期 前 に 関係 部 局 に 個別 に 働き か け を 行い 審議 会 等 の 女性 の 登用 を 推進 し ます 。 
〇 多様 な 主体 に よる 連携 ・ 協 働 の 意義 や 実践 事例 に 関す る フォ ー ラ ム の 開催 や NPO 活 動 交流 セン 
ター を 拠点 と し た 情報 発信 等 に より 、 県 民 の 理解 促進 と 参加 ・ 参 画 の 機運 醸成 に 取り 組み ます 。 


参画 分 野 の 評価 結果 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


評価 の 説明 





いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 











いわ て 幸福 関連 指標 6 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 3 
指標 (50%) 、 達 成 度 D の 指標 が 3 指標 (50%) で し た 。 


この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 
に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 を つく る 取組 や 幅広 い 市 民 
活動 や 多様 な 主体 に よる 県 民 運 動 を 促進 する 取組 が 進み 
まし た 。 


この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 金 融 機関 、 
中 間 支 援 NPO、 税 理 士 会 、 行 政 書士 会 に より 構成 する 「 い 
わ て ソー シャ ルビ ジネス サポ ー ト ネッ トワ ー ク ] に お いて 、 
地域 課題 解決 に 取り 組む NPO 法 人 等 の 支援 が 行わ れる 
な ど 、 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、 B と 判断 し ま 
し た 。 





[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 





























wn (Ho) Sep ste 
H29 

2/ お anges % 38.1 40.7 39.1 37.2| D hes he ee 
78 | 障がい 者 の 雇用 率 % 2.16 2.30 2.20 2.27| 人 A 人 Lae He i 
79 BS ames % = 28.9 28.6 26.4| B 
80 PT % 34.2 40.0 37.0 41.3| A 
81 人 % ⑳37.4 40.0 38.7 35.6| D as = = 
82 CEA aN % 18.6 20.6 19.4 157| D 






































※ 女性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 


【 参 考 指標 】 





30 | 管理 職 に 占め る 女性 の 割合 


現状 値 (H29) 


12.3 = 5 年 ご と の 調査 
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〇 政策 分 野 の 評価 
“ABC D の 4 段階 で 判定 し て い 


・ い わ て 幸福 関連 指標 の 状況 、 県 民意 識 
の 状況 及び 政策 分 野 を 取り 巻く 状況 を 
踏ま え 、 総合 的 に 評価 を 行っ て いま す 。 


各 年 度 の 目標 値 に 対す る 達成 率 (%) に 応 
じ て 下 の 表 の と お り 判 定 し て いま す 。 


達成 【A】 100% 以 上 





概ね 達成 【B】 809% 以 上 100% 未 満 





や や 遅れ 【C】 609% 以 上 809%6 未 满 











遅 れ 【D】 60% 未 満 


[平均 自立 期間 ] 


= 第 3 部 に 使用 し た 「 い わ て 幸福 関連 指標 」、 
難 ーー 
#48 デー タ 編 ( 「 参 考 指標 」 の デー ター 臣 ) 


目標 達成 率 の 計算 式 


① 通 常 の 指標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 上 げ る 目標 の 場合 ) :( 年 度 実績 値 一 日 29 現 状 値 )/( 年 度目 標 値 - 29 現状 値 )X100 
② マ イナ ス 指 標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 下げ る 目標 の 場合 ) :(H29 現 状 値 一 年 度 実績 値 )/(H29 現 状 値 一 年 度目 標 値 )X100 
③ 維 持 指 標 等 (H29 現 状 値 等 を 維持 する 目標 等 の 場合 ) : (年 度 実績 値 )/(R 1 BES) x 100 

※ 累 計 指標 の うち 、R 1 年 度 を 累計 の 開始 年 と し て いる 指標 な ど 、 こ の 計算 式 に より 難い 場合 は 、 次 の 計算 式 に より 算出 


し て いま す 。 
目標 達成 率 = (年 度 実績 値 )/( 年 度目 標 値 ) <100 


※ 計 画 目標 値 (R 1) を 設定 し て いな い 場 合 の 進捗 率 は 、 当 該 指標 の 最終 目標 年 度 の 進捗 率 を 表示 し て いま す 。 


〇 補足 
※ マ 印 の 指標 は 、H29 現 状 値 か ら 数 値 を 下げ る こと を 目標 と する も の で す 。 
※ 今 印 の 指標 は 、H29 現 状 値 等 を 維持 する こと を 目標 と する も の で す 。 
※ 囲 み 数 字 は 掲載 デー タ の 年 度 を 表し て いま す 。 
※ 実 績 値 が 確定 し て いな い 指 標 や 順位 を 測定 で き な い 指 標 な ど は [一 | と 表示 し て いま す 。 


実績 (R1) 全 国 顺 位 


H29 


達成 abe 
IE 


計画 
目标 值 
(R4) 


県 保健 福祉 部 調べ 





県 保健 福祉 部 調べ 








が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾患 で 死 
亡 す る 人 数 
[10 万 人 当たり ] 





人 口 動態 統計 
(厚生 労働 省 ) 

















人 口 動態 統計 
(厚生 労働 省 ) 








自殺 者 数 
[10 万 人 当たり ] 





人 口 動態 統計 
(厚生 労働 省 ) 





地域 包括 ケア 関連 
(元気 な 高齢 者 割合 ) 
※ 全 国 を 100 と し た 水準 

















介護 保険 事業 状況 報告 
(厚生 労働 省 ) 








地域 包括 ケア 関連 
(在宅 医療 連携 拠点 の 事業 区 域 数 ) 





県 保健 福祉 部 調べ 





奈 暇 時 間 [一 日 当たり ] 
※ 休 日 を 含む 1 週間 の 平均 


社会 生活 基本 調査 (総務 省 )、 
県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 











県 内 の 公立 文化 施設 に お ける 催事 数 
※ 岩 手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 の 
うち 、 各 市 所 在 の 主 な 12 施設 の 催事 数 


県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





スポ ー ツ 実施 率 


県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





生涯 学習 に 取り 組ん で いる 人 の 割合 


民意 識 調査 (岩手 県 ) 
民生 活 基本 調査 (岩手 

















健康 寿命 
[日 常 生 活 に 制限 の な い 期 間 ] 


生 労 働 科学 研究 











E 労 働 科学 研究 





合計 特殊 出生 率 














民生 活 基礎 調査 
(厚生 労働 省 ) 











口 動態 統計 (厚生 労働 省 ) 





待機 児童 数 
[4 月 1 日 時 点 ] 


保育 所 等 利用 待機 児童 数 調査 
(厚生 労働 省 ) 





を 地域 の 行事 に 参加 し て いる 生徒 の 
割合 [中 学生 ] 











全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 





64.0| 64.0 





総実 労働 時 間 
[年 間 ] 








1,803.6] 17760| 1,748.4] 1,720.8 : ae hia 





共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 
[ 週 平均 ] 
※ 女 性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 











37.0| 38.0| 39.0| 40.0| 41. 




















犬 、 猫 の 返還 ・ 譲 渡 率 
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県 環境 生活 部 調べ 


















































犬 、 猫 の 返還 ・ 譲 渡 率 





E 活 部 調べ 





待機 児童 数 
[10 月 1 日 時 点 ] 


保育 所 等 利用 待機 児童 数 調査 
(厚生 労働 省 ) 








共働き 男性 の 家事 時 間 











民意 識 調査 (岩手 県 ) 
県 民生 活 基本 調査 (岩手 県 ) 





共働き 女性 の 家事 時 間 





県 民意 識 調査 ( 岩 
民生 活 基本 調査 ( 











生涯 未婚 率 





勢 調査 (総務 省 ) 








意欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学 ぽ うと す 
る 児童 生徒 の 割合 











勢 調査 (総務 省 ) 








全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 








NO | o⑤ 


させ 





力学 習 状況 調査 
部 科学 省 ) 











授業 で 、 自 分 の 考え を 深め た り 広 げ 
た り し て いる 児童 生徒 の 割合 





























St 











力学 習 状況 調査 
ere 学 省 ) 














人 が 困っ て いる と き は 、 進 ん で 助け 
よう と 思う 児童 生徒 の 割合 


@ | 2@ 


の 
の 


F 県 学習 定着 度 状況 調査 、 
県 教育 委員 会 調べ 





ot 
RO 


F 県 学習 定着 度 状況 調査 、 
教育 委員 会 調べ 





alt 


BYE) 








自己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 





学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 











全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 








体力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 生 
徒 の 割合 


@ 
3 
@ 
,9 
男 
.6 





体力 運動 能力 、 
習慣 等 調査 文部 科学 省 ) 











体力 ・ 運 動 能力 、 
習慣 等 調査 (文部 科学 











全国 体力 ・ 運 動 能力 、 
運動 習慣 等 調査 (文部 科学 

















体力 ・ 運 動 能力 、 
人 学 











特別 支援 学校 が 適切 な 指導 ・ 支 援 を 
行っ て いる と 感じ る 保護 者 の 割合 


県 教育 委員 会 調べ 





高座 者 の 県 内 就職 率 


F 労 働 局 調査 




















将来 の 夢 や 目標 を 持っ て いる 児童 生 
徒 の 割合 








学力. 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 

















全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 








県 内 大 学 等 卒業 者 の 県 内 就職 率 





F 労 働 局 調査 











学力 が 全国 水準 未満 の 児童 生徒 の 割合 

















学力. 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 











全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 

















全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 

















学力 ・ 学 習 状況 調査 
は ) 








不 登校 児童 生徒 数 
[ 千 人 当たり ] 


&. 


児童 生徒 の 問題 行動 ・ 不 登 
校 等 生徒 指導 上 の 諸 課 題 に 関 
する 調査 (文部 科学 省 ) 





NO 
ui t 
of | ト 


児童 生徒 の 問題 行動 ・ 不 登 
校 等 生徒 指導 上 の 諸 課題 に 関 
する 調査 (文部 科学 省 ) 








一 驯 


= 
w 























児童 生徒 の 問題 行動 ・ 不 登 
校 等 生徒 指導 上 の 諸 課題 に 関 
する 調査 (文部 科学 省 ) 
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政策 指標 指標 の 状況 

REO = 本 

WG bc 全国 順位 Sen 
幸福 参考 H29 H29 


関連 指標 達成 進捗 率 
指標 実績 値 度 (GRABS) H29| Rd |) €0) |/H29) R11 |) eo 


AMT UIL + SSR = 


県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 


比較 


県 商工 労働 観光 部 調べ 








汚水 処理 人 口 並 及 率 


県 県 土 整 備 部 調べ 





を る を 三 セ ク 鉄 道 ・ バス の 一 人 当たり 年 
間 利 用 回 数 

















県 ふる さと 振興 部 調べ 





地縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 











民意 識 調査 (岩手 県 ) 

















在留 外国 人 数 
[10 万 人 当たり ] 





在留 外国 人 統計 (法務 省 ) 





(文化 施設 入場 者 数 ) 
※ 岩 手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 で 
行う 自主 催事 入場 者 数 


県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





(スポ ー ツ 施設 入場 者 数 ) 
※ 急 県 及び 県 内 市 町 村 の 公立 スポ ー ツ ・ レ 
クリ エー ショ ン 施 設 入場 者 数 


県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





ニセ ク 鉄 道 ・ パ ス の 年 間 利用 者 数 


県 ふる さと 振興 部 調べ 





持ち 家 比 率 


自主 防災 組織 の 組織 率 











勢 調査 (総務 省 ) 





消防 防災 ・ 震 災 対 策 現 況 調査 
(消防 庁 ) 





刑法 犯 認知 件 数 
[ 千 人 当たり ] 


県 警察 本 部 調べ 





交通 事故 発生 件 数 
[ 千 人 当たり ] 








ヤ 食 中 毒 の 発生 人 数 
[10 万 人 当たり ] 


る 一 人 当たり 県 民 所 得 の 水準 
※ 全 国 を 100 と し た 水準 

















88.7 


90.0 








県 民 経 済 計算 年 報 
(内 閣府 経済 社会 総合 研究 所 ) 











正社員 の 有効 求人 倍率 





0.84 


0.96 


一 般 職業 紹介 状況 
(岩手 労働 局 ) 





総実 労働 時 間 
[年 間 ]【 再 掲 】 

















1,858.8 


1,803.6 


1,776.0 


1,748.4 


1,720.8 


毎月 勤労 統計 調査 地方 調査 
(厚生 労働 省 ) 








了 完全 失业 率 


2.1 


1.9 


1.8 


本 了 


1.6 


労働 力 調査 (基本 集計 ) 
都 道 府 県 別 結果 (総務 省 統計 局 ) 











る 高卒 者 の 県 内 就職 率 【 








65.8 


F 労 働 局 調査 











従業 者 一 人 当たり の 付加 価 














5,983 


企業 活動 基本 調査 
(経済 産業 省 ) 





開業 率 
※ 雇 用 保険 が 新規 に 成立 し た 事業 所 の 比率 


3.2 


3.2 


中 
3.3 


② 
3.4 


雇用 保険 事業 年 報 
(厚生 労働 省 ) 








従業 者 一 人 当たり の 製造 品 出荷 額 








27.8 


28.4 


9 
28.7 


② 
28.9 


③ 
29.2 





[ 業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 





観光 消費 額 








1,816.4 


1,901.1 


1,943.4 


1,985.8 


2,028.1 


県 観光 入 込 客 統計 





農業 経営 体 一 経営 体 当たり の 農業 総 産出 額 








3,990 


4,190 


@ 
4,290 


四 
4,400 


③ 
4,510 


生产 农业 所 得 统计 (农林 水 产 省 )、 
県 農林 水産 部 調べ 








林業 就業 者 一 人 当たり の 木材 生産 産出 客 





4.450 


4,490 


@ 
4,510 


② 
4,540 


③ 
4,560 


生产 林业 所 得 累计 统计 (农林 水 产 省 )、 
県 農林 水産 部 調べ 





漁業 経営 体 一 経営 体 当たり の 海面 漁業 ・ 
養殖 業 産出 額 








4,340 


4,420 


中 
4.460 


四 
4,500 


③ 
4,540 


漁業 産出 額 統計 (農林 水産 省 )、 
県 農林 水産 部 調べ 





農林 水産 物 の 輸出 額 














28.2 


31.1 


32.7 


34.3 


36.0 


県 貿易 等 実態 調査 
工 、 日 本 貿易 振興 機構 ) 














グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 交流 人 











1,156 


1,180 


1,192 


1,204 


1,216 


県 農林 水産 部 調べ 





非 正規 職員 ・ 従 業 員 率 


35.7 


就業 構造 基本 調査 (総務 省 ) 





雇用 者 一 人 当たり 雇用 者 報酬 














4,037 


県 民 経済 計算 (総務 省 ) 














現金 給与 総額 
[5 人 以上 、 毎月 ] 
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277,009 

















280,218 























毎月 勤労 統計 調査 
(厚生 労働 省 ) 


























実績 (R1) 


達成 
実績 値 ig 


進捗 率 
( 対 R4 目 標 ) 


全 国 顺 位 


H29 
と の H29 R1 
比 


H29 R1 


東北 順位 


H29 
と の 
比較 


生産 農業 所 得 統計 等 
(農林 水産 省 ) 








農林 水産 統計 (農林 水産 省 ) 








農林 水産 統計 (農林 水産 省 ) 











[ 業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 





も の づく り 関 連 分 野 の 製造 出荷 客 











業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 





食料 品 製造 出荷 額 











業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 





水産 加工 品 製造 出荷 額 

















業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 





事業 所 新設 率 


世界 遺産 等 の 来訪 者 数 


経済 セン サス (総務 省 ) 


県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





国 、 県 指定 文化 財 件 数 


県 教育 委員 会 調べ 





る 民俗 芸能 ネッ トワ ー ク 加盟 団体 数 


県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





る 岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ 
つが い 数 
(イヌ ワシ つが い 数 ) 

















金 岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ 
つが い 数 
(ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) 








る 自然 公園 の 利用 者 数 
※ 自 然 公園 ビジ ター セン ター 等 利用 者 数 


























E 活 部 調べ 





る 公共 用 水域 の BOD (生物 化学 的 
酸素 要求 量 ) 等 環境 基準 達成 率 


E 活 部 調べ 











再生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 




















E 活 部 調べ 





ヤー 役 廃 棄 物 の 最終 処分 量 


一 般 廃棄 物 処理 事業 実態 調査 
(環境 省 ) 

















ヤー 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み (資源 に 
な る も の を 除く ) 排出 量 


一 般 廃棄 物 処理 事業 実態 調査 
(环境 省 ) 





森林 面積 割合 


モバ イル 端末 (スマ ー ト フォ ン ) の 人 
普及 率 











農林 業 セ ン サ ス 
(農林 水産 省 ) 


通信 利用 動向 調査 (総務 省 ) 








河川 整備 率 


県 県 土 整備 部 調べ 





緊急 輸送 道路 の 整備 延長 


県 県 土 整備 部 調べ 





港湾 取扱 貨物 量 





港湾 統計 (国土 交通 省 ) 

















念 社会 資本 の 維持 管理 を 行う 協 働 団 
体 数 


労働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 


横ばい 


県 県 土 整備 部 調べ 


賃金 構造 基本 統計 調査 
(厚生 労働 省 ) 





障がい 者 の 雇用 率 


下降 


障害 者 雇用 状況 報告 の 集計 結果 
(岩手 労働 局 ) 





ボラ ンティア 活動 比率 








民意 識 調査 (岩手 県 ) 
民生 活 基 本 調査 (岩手 県 








共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 
[ 週 平均 ]【 再 掲 
※ 女 性 の 家事 時 間 に 対 する 割合 


























県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 
民生 活 基本 調査 (岩手 








審議 会 等 委員 に 占め る 女性 の 割合 


環境 生活 部 調べ 








ボラ ンティア ・NPO・ 市 民活 動 へ の 
参加 割合 


県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 








管理 職 に 占め る 女性 の 割合 


















































就業 構造 基本 調査 (総務 省 ) 
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岩手 県 政策 企画 部 政策 企画 課 


T020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 
TEL 019-629-5509 
https://www.pref.iwate. jp/ 
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回 


